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How TAKIZAWA BAKIN Collected Books 

　   TAKIZAWA BAKIN, a famous Japanese novelist in the nineteenth 
century, collected a lot of Japanese books and Chinese books by buying them 
from bookstores and by getting books copied. He employed copyists who were 
samurais and doctors of the lower class.
　   He used the knowledge based on those books in writing his novels and 
essays. He was proud to show his knowledge to his members of the salons.
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5
）

　『
臥
雲
日
件
録
』。
天
保
三
年
七
月
朔
日
の
書
翰（（
（

で
、
桂
窓
に
『
臥
雲
日
件
録
』
が
、
懇
意
の
書
肆
な
ど
に
あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
も
ら
い

た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。
十
月
十
八
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（
（

に
よ
れ
ば
、
桂
窓
が
、『
事
迹
合
考
』
を
写
さ
せ
た
、
と
先
便
で
馬
琴
に
知
ら

せ
た
け
れ
ど
も
、
書
き
間
違
い
で
、
そ
れ
は
『
臥
雲
日
件
録
』
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
写
し
を
一
覧
さ
れ
た
あ
と
借
用
し
た

い
、
と
頼
ん
だ
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
三
月
九
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（
（

に
よ
れ
ば
、
二
月
二
十
二
日
に
届
い
た
恩
借
の
書
籍
の
な
か
に
『
臥
雲
日
件
録
』
二
冊

が
あ
っ
た
。
桂
窓
は
、
出
来
た
写
し
を
読
む
前
に
、
馬
琴
へ
貸
し
た
。
馬
琴
は
、
五
月
朔
日
、
著
述
休
筆
し
て
披
閲
し
、
写
し
が
よ
く
、

誤
が
少
な
い
、
残
ら
ず
校
訂
し
た
、
と
桂
窓
に
伝
え
た（（
（

。

　
三
月
十
日
、
十
三
日
、
十
四
日
、
馬
琴
は
披
閲
し
た
。
高
松
藩
中
に
筆
工
の
内
職
を
し
た
い
者
が
い
る
由
、
黙
老
か
ら
聞
い
た
馬
琴
は
、

二
十
八
日
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
黙
老
方
へ
料
紙
一
〇
四
枚
を
添
え
て
届
け
さ
せ
た
。
四
月
朔
日
、
そ
の
仁
が
転
宅
し
て
で
き
か
ね
る
、

と
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、
原
本
と
料
紙
を
返
却
し
て
き
た
。

　
馬
琴
は
、
四
月
十
三
日
、
十
四
日
、
上
下
両
冊
の
校
閲
を
終
た
。
五
月
十
七
日
、
上
冊
と
料
紙
を
来
宅
し
た
筆
工
久
和
島
雲
磴
に
渡
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
雲
磴
が
老
病
で
出
来
な
く
な
っ
た
。
六
月
二
十
二
日
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
、
雲
磴
の
と
こ
ろ
か
ら
引
き
取
っ
て
写
す
よ

う
に
頼
み
、
下
冊
、
料
紙
美
濃
紙
二
帖
と
一
〇
枚
も
渡
し
た
。
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七
月
六
日
、
宗
仙
か
ら
二
冊
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
っ
た
。
上
冊
半
分
ほ
ど
を
雲
磴
が
写
し
て
い
た
。
筆
料
金
一
分
と
銭
七
二

文
を
宗
仙
へ
渡
し
た
。
雲
磴
が
、
少
し
ず
つ
快
方
に
向
か
っ
て
い
て
、
大
字
の
も
の
を
写
し
た
い
、
と
申
し
て
い
る
由
で
あ
っ
た
。

　
七
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、
恩
借
の
本
の
写
し
で
き
た
分
を
今
便
で
返
上
す
る
、
多
謝
、
と
桂
窓
に
伝
え
、
篠
斎
へ
の
返
本
な
ど
と
一
緒

に
、『
臥
雲
日
件
録
』
二
冊
を
含
む
一
五
冊
を
、
十
七
日
の
飛
脚
便
で
送
り
出
し
た（（
（

。

　『
元
弘
日
記
裏
書
』。
天
保
三
年
七
月
朔
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（
（

に
、『
元
弘
日
記
裏
書
』
を
、
二
十
四
、
五
か
年
前
に
借
謄
し
た
、
さ
し
た

る
奇
説
は
な
い
け
れ
ど
も
、
当
時
の
実
録
、
世
に
稀
な
も
の
、『
群
書
類
従
』
に
漏
ら
し
た
も
の
、
写
し
を
作
ら
る
べ
き
も
の
と
考
え
る

の
で
、
貸
し
出
す
、
と
書
き
送
っ
た
。
そ
の
折
、『
細
々
要
記
』
と
も
借
謄
し
た
、
と
い
う
。
な
お
、『
群
書
類
従
』
雑
に
あ
り
、
蔵
書
目

録
に
み
え
る
。

　『
赤
狄
聞
録
』。
天
保
三
年
七
月
朔
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（
（

に
、
野
作
（
え
ぞ
）
地
の
事
を
書
い
た
写
本
五
冊
な
ど
を
、
六
月
十
四
日
の
並

便
の
飛
脚
で
、
篠
斎
が
送
本
し
た
こ
と
が
み
え
、
七
月
四
日
、
飛
脚
屋
が
届
け
て
き
た
。
同
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴

は
、
七
月
四
日
、『
野え

作ぞ

奇
事
類
』
写
本
五
冊
な
ど
、
篠
斎
か
ら
届
け
ら
れ
た
恩
借
の
本
を
受
け
取
っ
た
。
早
速
、『
野
作
奇
事
』
五
冊
を

披
閲
し
、
そ
の
な
か
の
『
赤
狄
聞
録
』
二
冊
を
、
文
化
年
中
に
見
た
け
れ
ど
も
写
し
を
作
ら
な
か
っ
た
、
他
の
三
冊
を
初
め
て
読
み
、
お

も
し
ろ
く
思
い
、
い
ず
れ
も
写
さ
せ
た
い
、
秋
ま
で
に
写
さ
せ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
留
め
置
き
た
い
、
と
申
し
出
た
。

　
八
月
二
十
九
日
、
馬
琴
は
、
来
宅
し
た
筆
工
河
合
孫
太
郎
に
、『
赤
狄
聞
録
』
二
冊
、
料
紙
を
渡
し
、
九
月
十
三
日
、
そ
の
写
し
と
原

本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
八
〇
文
を
支
払
っ
た
。

　
十
一
月
朔
日
、
馬
琴
は
、『
赤
狄
聞
録
』
な
ど
返
上
の
五
冊
を
貸
進
の
五
冊
と
一
緒
に
、
篠
斎
に
送
り
出
し
て
返
本
し
た（（
（

。

　『
二
叟
談
奇
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
七
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
篠
斎
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
『
野
作
記
事
類
』
写
本
五

冊
と
し
て
、『
二
叟
談
奇
』
を
七
月
四
日
に
受
け
取
り
、
九
月
十
三
日
、
筆
工
河
合
孫
太
郎
へ
料
紙
を
添
え
て
渡
し
、
十
月
六
日
、
そ
の
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写
し
と
原
本
を
受
け
取
っ
た
。
馬
琴
は
、『
北
地
日
記
』
と
も
記
し
て
い
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
、『
北
地
日
記
』・『
北
槎
小
録
』
よ
り

成
る
と
み
え
る
。
野
作
（
え
ぞ
）
地
の
こ
と
を
書
い
た
写
本
五
冊
の
う
ち
の
一
冊
、『
野
作
記
事
類
』
写
本
五
冊
の
う
ち
の
一
冊
、
十
一

月
朔
日
、
篠
斎
に
返
本
す
る
と
書
き
送
っ
た（（（
（

。

　
そ
の
後
、
天
保
八
年
十
二
月
二
十
六
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

で
、
少
々
わ
け
あ
っ
て
、
来
陽
ま
た
借
用
し
た
い
、
転
宅
先
の
和
歌
山
で
は

な
く
、
松
坂
の
本
宅
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
宅
へ
仰
進
下
さ
り
、
来
春
三
、
四
月
の
頃
に
貸
し
て
も
ら
え
れ
ば
大
慶
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
翌
年
、
天
保
九
年
六
月
二
十
八
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、
今
便
で
松
坂
の
本
宅
へ
返
上
す
る
、
脚
賃
を
江
戸
払
と
し
て
出
し
た
、
と
認
め
た
。

　『
二
嶋
番
人
口
書
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
七
月
四
日
、
篠
斎
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
『
二
嶋
番
人
口
書
』
を
受
け
取
っ
た（（（
（

。
筆
工
河
合
孫

太
郎
に
料
紙
を
添
え
て
渡
し
、
十
月
十
一
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
二
〇
文
を
渡
し
た
。
十
一
月
朔
日
、
篠
斎
に

返
本
す
る
旨
伝
え
た
。『
野
地
記
事
類
』
写
本
五
冊
の
う
ち
の
一
冊
と
し
て
、
篠
斎
宛
の
覚
に
み
え
る（（（
（

。

　『
北
槎
聞
録
』。
天
保
三
年
七
月
四
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
『
北
槎
聞
録
』
を
受
け
取
り（（（
（

、
九
月
十
三
日
、
筆
工
河
合

孫
太
郎
へ
『
二
叟
談
奇
』
と
と
も
に
、
料
紙
を
添
え
て
渡
し
、
十
月
六
日
、
孫
太
郎
か
ら
両
書
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一

朱
と
銭
一
二
〇
文
を
支
払
っ
た
。『
野
作
記
事
類
』、
野
作
（
え
ぞ
）
地
の
こ
と
を
書
い
た
写
本
五
冊
の
う
ち
の
一
冊
で
、
十
一
月
朔
日
、

篠
斎
に
返
本
す
る
旨
を
伝
え
た（（（
（

。『
北
槎
小
録
』
一
冊
と
記
し
て
い
る
。

　『
琵
琶
記
』。
天
保
三
年
七
月
二
日
、
出
府
し
て
い
た
河
内
屋
茂
兵
衛
が
、
帰
坂
出
立
の
由
で
来
宅
し
、『
琵
琶
記
』
を
持
参
し
た
。
仲

間
値
段
で
金
一
分
二
朱
で
あ
っ
た
。
翌
三
日
、
馬
琴
は
、
巻
一
を
繙
閲
し
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
巻
二
か
ら
巻
六
を
披
閲
し
た
。
七

月
朔
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
が
久
し
く
読
ん
で
い
な
い
の
で
、
船
積
み
の
折
に
、
送
本
す
る
よ
う
に
と
茂
兵
衛
へ
注
文
し

て
い
た
。

　
九
月
七
日
、
丁
子
屋
平
兵
衛
が
小
者
を
も
っ
て
、
茂
兵
衛
の
書
翰
（
八
月
二
十
七
日
出
）
を
届
け
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
横
山
町
一
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丁
目
の
和
泉
屋
金
右
衛
門
に
、『
琵
琶
記
』
を
届
け
る
の
で
、
丁
子
屋
に
そ
れ
を
引
き
取
っ
て
預
か
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
伝
え
て
い
た
。

八
日
、
丁
子
屋
の
手
代
が
、
和
泉
屋
か
ら
の
古
本
『
琵
琶
記
』
を
届
け
て
き
た
。
九
日
、
平
兵
衛
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
和
泉
屋
が
取
り
違

え
て
古
本
を
渡
し
た
由
で
、
新
本
を
届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
両
本
を
引
き
合
わ
せ
て
、
古
本
の
落
丁
を
改
め
、
新
本
の
磨
滅
の
分
に
書

き
入
れ
た
。
値
引
き
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
馬
琴
は
、
十
一
日
、
来
宅
し
た
丁
子
屋
の
手
代
に
両
本
と
も
和
泉
屋
へ
届
け
る
よ
う

に
頼
ん
で
預
け
、
返
本
し
た
。

　
九
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
が
、『
琵
琶
記
』
を
伝
奇
中
の
妙
作
、
曲
中
詩
詞
の
如
く
韻
を
ふ
み
、
趣
向
淡
薄
、

人
の
親
し
み
厚
情
を
つ
く
し
涙
落
る
、
と
紹
介
し
、
い
つ
な
り
と
も
貸
進
す
る
、
と
申
し
送
っ
て
い
る
。

　
十
一
月
二
十
四
日
の
河
内
屋
茂
兵
衛
・
丁
子
屋
平
兵
衛
宛
の
覚（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、『
侠
客
伝
』
な
ど
の
潤
筆
料
で
、
茂
兵
衛
が
持

参
し
て
き
た
『
琵
琶
記
』
一
帙
の
代
金
一
分
二
朱
を
支
払
っ
て
決
済
し
て
い
る
。

　
そ
の
『
琵
琶
記
』
を
、
い
つ
で
も
貸
進
し
よ
う
、
と
十
一
月
二
十
五
日
、
篠
斎
に
書
き
送
り（（（
（

、
十
二
月
八
日
に
は
、
桂
窓
子
へ
貸
進
の

本
が
あ
る
の
で
、
見
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
折
に
一
緒
に
送
る
、
と
伝
え（（（
（

、
十
二
月
十
一
日
に
は
、
追
っ
て
申
し
越
さ
れ
る
由
、
承
知

し
た
、
と
伝
え
た（（（
（

。

　
天
保
四
年
一
月
十
四
日
の
桂
窓
・
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、『
琵
琶
記
』
の
毛
声
山
の
評
、
非
常
に
妙
、『
水
滸
伝
』
の
金
聖
嘆
の
評
注
を
世

人
が
歓
ん
で
い
る
の
で
、『
琵
琶
記
』
に
、
金
批
と
題
書
し
て
、
紛
ら
か
し
て
売
ら
ん
と
し
て
い
る
、
嘆
息
の
ほ
か
な
い
、
古
板
の
本
に

は
金
批
の
題
書
は
な
い
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
馬
琴
が
買
っ
た
本
は
、
古
板
本
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
水
滸
伝
百
八
人
像
絵
巻
』。
天
保
三
年
八
月
七
日
、
木
村
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
陸
謙
画
『
水
滸
伝
百
八
人
像
絵
巻
』
写
し
一
巻
を

届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
巻
物
と
箱
を
手
許
に
留
め
、
十
七
日
、
賛
だ
け
を
抄
録
し
た
。
誤
脱
多
く
、
考
え
な
が
ら
終
日
か
か
っ
て
抄
録

し
た
。
十
八
日
、
そ
の
抄
録
を
校
訂
し
、
巻
物
に
朱
を
も
っ
て
付
札
し
た
。



滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢

151

　
十
九
日
、
馬
琴
は
、
そ
の

本
箱
入
を
渥
見
覚
重
に
預
け
て
写
さ
せ
、
二
十
五
日
に
写
し
を
受
け
取
っ
た
。
賛
の
誤
写
の
貼
り
付
け
が

落
ち
て
、
知
り
兼
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
由
、
そ
れ
を
貼
り
付
け
、
ま
た
、
賛
の
写
し
一
冊
を
渡
し
た
。

　
八
月
十
一
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
南
溟
が
模
し
た
画
巻
一
巻
を
、
黙
老
が
購
入
し
、
馬
琴
に
奥
書
す
る
よ
う
頼
ん
で
き
た
。
馬
琴

は
、
一
覧
し
て
、
素
人
好
き
す
る
も
の
、
天
罡
地

の
順
も
な
く
、
半
和
半
唐
、
い
や
な
も
の
、
と
み
て
い
た
。

　
八
月
二
十
六
日
、
黙
老
に
、
誤
写
、
脱
字
、
所
々
に
み
え
、
あ
ら
ま
し
訂
し
た
が
、
あ
と
か
ら
も
見
出
し
た
の
で
、
考
え
て
糺
し
て
返

進
す
る
、
奥
書
拙
文
を
、
別
に
薄
様
紙
に
書
き
進
上
す
る
、
末
の
と
こ
ろ
に
貼
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
末
の
白
紙
少
な
く
短
く
、
書
け
な

い
の
で
別
紙
に
書
く
、
と
書
き
送
っ
た（（（
（

。

　
九
月
十
四
日
、
覚
重
が
持
参
し
た
。
十
八
日
、
馬
琴
は
、
巻
物
箱
入
、
賛
正
誤
一
綴
な
ど
を
、
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
て
、
黙
老
方
へ

届
け
て
返
上
し
た
。
二
十
日
、
黙
老
が
、
賛
正
誤
な
ど
の
潤
筆
と
し
て
、
大
鱸
一
尾
を
贈
っ
て
き
た
。

　
九
月
十
八
日
、
馬
琴
は
、
像
賛
の
う
ち
伝
写
の
誤
脱
を
考
訂
し
、
正
誤
一
編
、
稿
本
の
ま
ま
、
画
巻
に
添
え
別
封
し
て
入
れ
た
、
と
書

翰
（
（（
（

に
認
め
て
黙
老
へ
届
け
た
。『
聞
ま
ゝ
の
記
』
二
冊
も
返
本
し
、『
水
滸
伝
考
』
一
綴
を
一
緒
に
届
け
た
。

　『
南
朝
公
卿
補
任
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
八
月
三
日
、
篠
斎
の
書
翰
を
伝
馬
町
の
殿
村
店
か
ら
受
け
取
り
、「
南
朝
五
部
の
書
」
所
蔵

の
由
を
知
っ
た
。
八
月
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、「
南
朝
五
部
の
書
」
の
允
借
を
頼
み
、
そ
の
恩
借
の
交
易
と
し
て
『
南
朝
公
卿
補
任
』

を
貸
進
す
る
、
と
書
き
送
っ
た
。
京
の
無
仏
の
偽
作
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
依
拠
す
る
も
の
を
撰
集
し
た
も
の
で
、
益
に
立
つ

こ
と
多
い
、
と
説
明
し
て
い
る
。

　
十
一
月
二
十
五
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、『
南
朝
紀
伝
』『
読
史
余
論
』『
南
朝
公
卿
補
任
』
に
、
北
畠
満
泰
と
あ
り
、『
北
畠
系
図
』『
北

畠
記
』
に
満
雅
と
あ
る
、
と
同
書
を
引
用
し
、『
侠
客
伝
』
初
集
・
二
集
に
記
憶
に
よ
っ
て
満
泰
と
し
た
が
、
迷
い
起
り
、
南
朝
の
こ
と
、

此
節
大
学
問
し
た
、
恩
借
大
慶
、
と
認
め
、
十
一
月
二
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

に
も
同
様
の
こ
と
を
記
し
、
桂
窓
の
評
の
厚
情
を
謝
し
た
。
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翌
々
年
、
天
保
五
年
八
月
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

に
、
同
書
を
文
化
中
に
見
た
け
れ
ど
も
、
無
仏
の
偽
作
故
、
近
頃
は
取
り
入
れ
て
い

な
い
、
と
書
い
て
い
る
。

　
蔵
書
目
録
に
は
み
え
な
い
が
、
文
化
年
間
に
使
用
し
て
い
た
と
い
い
、
篠
斎
に
貸
進
す
る
、
と
申
し
出
て
お
り
、
文
化
年
間
に
入
手
し

た
と
考
え
ら
れ
、
所
蔵
し
て
い
た
。

　
な
お
、『
南
朝
公
卿
補
任
武
臣
伝
』
は
、
蔵
書
目
録
に
み
え
る
。
前
記
の
桂
窓
宛
書
翰
に
、
後
人
の
偽
作
と
み
え
る
が
、
有
用
の
書
、

誤
り
も
往
々
に
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。

　『
南
朝
紹
運
録
』。
天
保
三
年
八
月
十
一
日
、
馬
琴
は
、「
南
朝
五
部
の
書
」、『
南
朝
紹
運
録
』
な
ど
所
蔵
本
貸
し
て
も
よ
い
と
の
こ
と
、

残
ら
ず
允
借
願
い
た
い
、
と
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
書
い
て
申
し
入
れ
た
。

　
十
一
月
十
四
日
、
篠
斎
か
ら
『
南
朝
紹
運
録
』
な
ど
が
届
い
た
。
二
十
九
日
、
披
閲
し
校
訂
を
終
え
た
。
十
一
月
二
十
五
日
、
馬
琴
は
、

同
書
な
ど
十
一
部
の
書
名
を
あ
げ
、
借
用
し
て
写
し
、『
侠
客
伝
』
の
骨
組
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
す
る
、
と
引
書
を
河
内
屋
茂
兵

衛
に
知
ら
せ
た（（（
（

。
同
日
、
篠
斎
に
も
書
翰（（（
（

を
書
き
、『
紹
運
録
』
な
ど
九
部
を
慥
に
受
け
取
っ
た
、
同
書
が
細
字
で
読
み
で
が
あ
り
、
早

速
に
は
校
訂
で
き
か
ね
る
、
有
用
の
珍
書
、
写
し
も
至
極
よ
い
、
し
か
し
誤
字
が
あ
り
、
返
本
の
頃
ま
で
に
は
残
ら
ず
校
し
終
え
る
、
後

人
が
南
朝
の
こ
と
書
い
た
も
の
の
な
か
で
、
穿
鑿
ゆ
き
と
ど
い
た
正
し
い
も
の
、
ほ
か
に
な
い
、
珍
重
す
べ
き
一
奇
書
で
あ
る
、
と
伝
え

た
。

　
天
保
四
年
二
月
七
日
、
馬
琴
は
、
筆
工
河
合
孫
太
郎
に
原
本
と
料
紙
を
渡
し
た
。
孫
太
郎
は
、
此
節
、
主
用
の
写
し
も
の
あ
っ
て
、
速

か
に
は
写
せ
な
い
旨
を
馬
琴
に
告
げ
た
。
五
月
二
十
八
日
、
多
務
の
た
め
延
引
し
て
い
た
の
で
、
馬
琴
は
、
原
本
を
取
り
戻
す
こ
と
と
し

た
。
二
十
九
日
、
孫
太
郎
が
原
本
と
料
紙
を
持
参
し
、
過
払
い
を
受
け
て
い
た
筆
料
を
、
金
一
朱
で
差
引
き
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
申
し

入
れ
た
。
六
月
朔
日
、
馬
琴
は
、
そ
の
金
一
朱
と
差
し
引
き
勘
定
し
て
、
銭
一
九
一
文
を
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
孫
太
郎
へ
届
け
さ
せ
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た
。

　
三
月
八
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
ま
だ
写
し
が
出
来
て
い
な
い
、
壻
（
覚
重
）
も
君
侯
当
春
御
奏
者
に
な
ら
れ
た
の
で
多
務
、
当
分
写

し
も
の
を
す
る
暇
が
な
い
、
そ
の
よ
う
な
仕
合
、
返
上
延
引
承
知
願
い
た
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
五
月
十
七
日
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
が
、
同
じ
戸
田
家
中
の
医
師
山
科
宗
仙
、
楷
書
を
よ
く
す
る
、
写
し
も
の
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と

馬
琴
に
申
し
入
れ
た
。
馬
琴
は
、
六
月
二
日
、
宗
仙
へ
、『
南
朝
紹
運
録
』、
同
図
と
も
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
九
日
、
写
し
と
原
本
を
受

け
取
り
、
筆
料
を
支
払
っ
た
。

　
七
月
十
三
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
桂
窓
子
へ
返
却
の
書
籍
と
一
緒
に
、
今
便
で
返
本
す
る
、
桂
窓
子
か
ら
受
け
取
っ
て
も
ら
い
た
い
、

暇
な
く
写
し
を
校
訂
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
久
し
く
借
用

な
い
、
と
書
き
送
り
、
十
七
日
、
桂
窓
へ
返
本
す
る
包
み
に
加
え
入
れ
た
。

十
一
月
六
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
子
か
ら
受
け
取
っ
た
由
、
九
月
に
桂
窓
子
か
ら
伝
言
あ
っ
て
安
心
し
た
、
と
篠
斎
へ
書
き
送
っ
て
い
る（（（
（

。

　
な
お
、『
国
書
惣
目
録（（（
（

』
に
、『
南
朝
紹
運
録
』
と
し
て
三
本
み
え
る
。
い
ず
れ
か
未
詳
。

　『
南
朝
編
年
紀
略
』（『
南
朝
編
年
記
略
』、『
南
朝
編
年
略
記
』）。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
八
月
十
一
日
、
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、『
南
朝
編
年
紀

略
』
な
ど
や
「
南
朝
五
部
の
書
」
を
所
蔵
さ
れ
貸
し
て
も
よ
い
と
の
こ
と
、
恩
借
し
た
い
旨
を
書
い
た
。

　
十
一
月
十
四
日
、
篠
斎
が
送
っ
た
『
南
朝
編
年
紀
略
』
な
ど
が
届
い
た
。
馬
琴
は
、
十
六
日
、
巻
一
の
一
冊
を
披
閲
し
、
十
八
日
、
筆

工
河
合
孫
太
郎
へ
そ
の
原
本
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
日
、
二
十
七
日
に
巻
二
、
二
十
八
日
、
夜
四
ツ
時
ま
で
か
か
っ
て
巻
三
を
披
閲
し
終

え
た
。
十
一
月
二
十
五
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
十
四
日
夕
に
落
手
し
て
拝
見
、
有
用
の
珍
書
、
写
し
も
至
極
よ
い
が
、
誤
字
が
あ
る
の

で
校
訂
を
始
め
た
、
返
本
の
頃
に
は
残
ら
ず
校
訂
を
終
え
る
、
南
朝
の
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
穿
鑿
ゆ
き
と
ど
い
て
正
し
い
も
の
は
ほ
か
に

な
い
、
珍
重
す
べ
き
奇
書
で
あ
る
、
と
書
い
て
い
る
。

　
閏
十
一
月
八
日
、
河
合
孫
太
郎
が
写
し
と
原
本
を
持
参
し
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
一
〇
四
文
を
馬
琴
か
ら
受
け
取
っ
た
。
二
十
八
日
、
馬
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琴
は
、
孫
太
郎
に
、
巻
二
と
料
紙
を
渡
し
、
翌
年
、
天
保
四
年
二
月
七
日
に
至
っ
て
、
孫
太
郎
か
ら
原
本
と
写
し
を
受
け
取
り
、
筆
料
金

二
朱
（
銭
二
一
七
文
過
分
）
を
支
払
っ
た
。
孫
太
郎
は
、
主
用
で
写
し
も
の
速
か
に
出
来
か
ね
る
旨
、
馬
琴
に
伝
え
た
。

　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
馬
琴
は
、
そ
の
『
編
年
録
』
の
写
本
が
誤
字
多
く
、
文
俗
で
あ
る
が
、
こ
と
は
実
の
こ

と
、
南
朝
の
こ
と
後
人
が
書
い
た
も
の
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
を
ほ
か
に
見
て
い
な
い
、
珍
重
す
べ
も
の
、
昔
年
、
篠
斎
子
懇
望
し
た

の
で
、
入
手
さ
れ
た
本
を
売
ら
れ
た
由
、
誤
写
を
大
か
た
直
す
の
で
、
そ
の
老
拙
校
訂
の
本
を
写
さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
江
戸
で
よ
り

下
直
に
写
さ
せ
る
、
篠
斎
子
と
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
、
返
本
延
引
す
る
け
れ
ど
も
、
二
本
写
さ
せ
る
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
十
二
月
十
一
日
、
篠
斎
に
書
翰（（（
（

を
送
っ
て
、
残
ら
ず
校
訂
し
た
、
何
と
も
わ
か
ら
な
い
誤
写
に
は
疑
い
を
書
い
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
、

大
か
た
は
読
め
る
よ
う
に
し
た
、
写
し
出
来
次
第
、
来
陽
に
返
上
す
る
、
と
伝
え
た
。

　
天
保
四
年
一
月
十
四
日
、
桂
窓
宛
の
別
翰（（（
（

に
、
よ
う
〳
〵
二
冊
の
写
し
出
来
た
、『
編
年
略
記
』
を
江
戸
で
写
し
て
も
ら
い
た
い
由
承

知
し
た
、
急
に
は
出
来
か
ね
る
、
野
老
の
写
し
を
再
校
し
て
写
さ
せ
る
、
な
ど
と
書
き
送
っ
た
。
翌
十
五
日
の
篠
斎
宛
の
別
翰（（（
（

に
、『
編

年
紀
略
』
が
細
字
故
、
写
し
長
引
い
て
困
っ
て
い
る
、
今
し
ば
ら
く
恵
借
し
た
い
、
と
頼
ん
だ
。
貸
進
本
と
写
し
が
出
来
た
恩
借
の
本
、

計
一
一
部
を
発
送
す
る
と
伝
え
て
い
た
が
、
一
緒
に
は
返
本
が
で
き
な
か
っ
た
。
三
月
八
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
に

三
冊
め
も
写
し
が
済
ん
で
い
た
。
三
月
九
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
去
十
二
月
に
写
し
が
出
来
て
い
た
。
再
校
の
暇
が
な
か
っ
た
。

五
月
朔
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、『
南
朝
紀
伝
』、
桂
窓
宛
貸
進
の
も
の
と
一
緒
に
、
飛
脚
問
屋
嶋
屋
へ
届
け
る
、
謝
意
ま
で
に
、
誤
写
大

か
た
校
訂
し
て
お
い
た
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
な
お
、
十
二
月
十
一
日
の
桂
窓
宛
追
啓（（（
（

に
よ
れ
ば
、
三
冊
の
写
し
二
一
〇
枚
、
筆
料
銀
三
三
匁
七
分
六
厘
と
伝
え
、
天
保
五
年
二
月
八

日
の
同
人
宛
書
翰（（（
（

に
、
依
頼
承
知
、
五
、
六
月
頃
ま
で
に
は
写
し
終
え
る
、
と
書
き
、
五
月
十
一
日
、
桂
窓
に
、
写
本
製
本
さ
せ
、
今
日

飛
脚
問
屋
嶋
屋
佐
右
衛
方
へ
出
し
た
、
と
伝
え
た
。
十
日
、
宗
伯
が
製
本
仕
立
を
終
え
、
馬
琴
が
外
題
を
書
い
て
、
そ
れ
を
宗
伯
に
貼
ら
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せ
た
の
で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
拙
蔵
の
写
本
、
多
用
で
再
校
訂
で
き
な
か
っ
た
、
そ
れ
を
も
っ
て
写
さ
せ
た
の
で
、
篠
斎
子
の
本
を
借
り

て
引
き
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
篠
斎
子
の
本
を
朱
を
も
っ
て
直
し
た
、
多
く
汚
し
て
は
気
の
毒
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
と
こ
ろ

も
多
い
、
と
も
伝
え
た
。
筆
料
、
上
裏
表
紙
代
、
製
本
仕
立
の
糸
代
、
仕
立
賃
を
請
求
し
て
い
る（（（
（

。

　
七
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、
桂
窓
子
の
頼
み
で
、
江
戸
で
野
生
の
写
本
を
写
さ
せ
た
。
人
さ
ま
の
写
し
も
の
ま
で
引
請
け
、
実

に
わ
ず
ら
わ
し
い
が
、
同
好
の
懇
友
、
自
分
の
も
の
同
様
に
心
得
た
が
、
盆
前
、
わ
ず
か
な
が
ら
勘
定
の
沙
汰
が
な
い
、
も
し
桂
窓
子
存

寄
あ
れ
ば
、
内
々
に
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
物
忘
れ
常
に
多
い
が
、
人
に
労
煩
を
か
け
た
こ
と
、
償
う
べ
き
金
銭
決
し
て
忘
れ
な
い
、

な
ど
と
お
か
し
か
ら
ぬ
長
文
を
書
い
た
。
同
日
、
桂
窓
へ
、
不
審
を
伝
え
、
仔
細
あ
れ
ば
脚
賃
江
戸
払
い
で
返
し
て
も
ら
い
た
い
、
木
村

黙
老
へ
渡
せ
ば
、
珍
書
故
、
歓
ぶ
と
思
わ
れ
る
、
と
書
き
送
っ
た（（（
（

。
八
月
十
六
日
、
桂
窓
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
写
本
料
金
、
八
月
二
日

小
網
町
店
か
ら
届
け
ら
れ
、
慥
に
落
手
し
、
仔
細
な
い
、
と
は
じ
め
て
安
心
し
て
お
り
、
蔵
本
を
数
多
く
あ
げ
て
、
見
た
い
の
で
あ
れ
ば

貸
進
す
る
、
と
申
し
出
て
、
桂
窓
か
ら
の
種
々
の
質
問
に
も
答
え
て
い
る
。

　『
孫
七
天
竺
物
語
』（『
漂
泊
奇
談
』）。
天
保
三
年
八
月
十
一
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

で
、
馬
琴
が
、『
孫
七
天
竺
物
が
た
り
』
を
借
り
出
し
て

写
す
こ
と
と
し
た
、
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
写
し
の
写
本
を
貸
進
す
る
、
と
伝
え
た
。

　
そ
の
前
、
七
日
、
木
村
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
過
日
約
束
の
『
孫
七
天
竺
物
語
』
一
冊
を
貸
さ
れ
た
。
早
速
に
披
閲
し
、
九
日
、
筆

工
久
和
島
雲
磴
に
写
さ
せ
る
た
め
、
来
宅
し
た
渥
見
覚
重
に
、
料
紙
七
三
枚
を
添
え
て
預
け
た
。
十
九
日
、
覚
重
が
、
雲
磴
の
写
し
と
原

本
を
持
参
し
た
。
馬
琴
は
、
筆
料
銭
二
二
八
文
を
預
け
た
。
二
十
一
日
、
馬
琴
は
、
黙
老
方
へ
、『
孫
七
天
竺
物
語
』
と
他
の
恵
借
の
本

を
返
却
す
べ
く
、
清
右
衛
門
に
届
け
る
よ
う
申
し
付
け
た
。

　
馬
琴
は
、
翌
年
、
天
保
四
年
正
月
、『
孫
七
天
竺
物
語
』
な
ど
五
冊
を
貸
進
し
、
五
月
五
日
、
小
網
町
岩
佐
屋
か
ら
桂
窓
返
送
の
『
孫

七
天
竺
物
語
』
な
ど
五
冊
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
六
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
校
合
し
て
終
え
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
頭
書
、



156

高牧　實

追
考
を
書
い
た
。

　『
河
内
名
所
図
会
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
八
月
三
日
、
近
日
、
丁
子
屋
平
兵
衛
宛
の
も
の
と
一
緒
に
、『
河
内
名
所
図
会
』
を
送
る
旨

の
河
内
屋
茂
兵
衛
の
書
翰
を
、
丁
子
屋
平
兵
衛
か
ら
受
け
取
っ
た
。
二
十
四
日
、
馬
琴
は
、
清
右
衛
門
に
、
丁
子
屋
平
兵
衛
方
へ
、『
河

内
名
所
図
会
』
な
ど
に
つ
い
て
の
手
紙
を
届
け
る
よ
う
申
し
付
け
、
翌
二
十
五
日
に
来
宅
し
た
平
兵
衛
に
、
同
書
に
つ
い
て
示
談
し
た
。

二
十
七
日
、
平
兵
衛
が
、
使
札
を
も
っ
て
、
同
書
を
届
け
て
き
た
。

　
九
月
十
六
日
の
河
内
屋
茂
兵
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、『
侠
客
伝
』
引
用
に
入
用
の
書
、
八
月
中
、
丁
子
屋
平
兵
衛
が
、
仲
間
で
糶
り
合

っ
た
古
本
一
部
を
取
り
寄
せ
て
き
た
、
高
直
で
な
け
れ
ば
九
月
節
句
前
に
買
い
入
れ
る
旨
、
丁
子
屋
に
申
し
入
れ
て
、
手
許
に
留
め
置
い

て
い
る
、
と
茂
兵
衛
に
伝
え
た
。
十
月
二
十
七
日
、
馬
琴
は
、『
侠
客
伝
』
に
入
用
と
し
て
、『
河
内
名
所
図
会
』
を
披
閲
し
て
い
る
。

　
十
一
月
二
十
五
日
の
茂
兵
衛
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
茂
兵
衛
の
世
話
に
な
っ
て
入
手
し
た
も
の
の
な
か
に
同
書
が
み
え
る
。
馬
琴
は
、
こ
れ
ま

で
南
朝
の
末
の
こ
と
を
書
い
た
読
本
が
な
い
、
作
り
物
語
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
引
用
が
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
と
思
う
だ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
骨
組
を
し
か
り
と
し
て
作
り
た
い
、
と
野
老
心
懸
け
の
趣
を
伝
え
た
。
丁
子
屋
世
話
の
も
の
を
返
却
し
、
茂
兵
衛
世
話
の
も
の
を

買
い
入
れ
た
の
で
あ
る
。
物
入
り
に
か
ま
わ
ず
、
ほ
か
の
作
者
と
は
一
向
に
了
簡
を
違
え
、
万
事
心
を
用
い
て
い
る
、
賢
察
を
、
と
伝
え

て
い
る
。

　『
そ
ゝ
ろ
物
語
』（『
曾
々
路
物
語
』）。
天
保
三
年
九
月
三
日
、
山
本
宗
俊
殿
が
来
訪
し
た
折
、
約
束
の
『
そ
ゝ
ろ
物
語
』
一
冊
を
持
参
し

て
貸
さ
れ
た
。
九
月
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

に
、
馬
琴
は
、
懇
意
の
御
医
衆
が
買
い
取
っ
た
『
そ
ゞ
ろ
も
の
が
た
り
』
を
借
り
て
、
引
き

写
し
さ
せ
た
、
さ
し
た
る
も
の
で
は
な
い
が
、
寛
永
の
古
板
、
稀
な
も
の
、
元
吉
原
の
こ
と
、
芝
居
の
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ま
し
書
い
た
も

の
、
有
用
の
事
は
少
い
、
と
書
い
た
。
馬
琴
は
、
九
月
十
七
日
、
来
宅
し
た
渥
見
覚
重
の
使
に
、
久
和
島
雲
磴
へ
渡
す
よ
う
、『
そ
ゝ
ろ

物
語
』
一
冊
と
料
紙
を
預
け
、
二
十
八
日
、
覚
重
が
、
使
を
も
っ
て
、
届
け
て
き
た
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
一
六
〇
文
を
そ
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の
使
に
預
け
た
。
十
月
朔
日
、
馬
琴
は
、
来
訪
さ
れ
た
宗
慎
殿
へ
返
本
し
た
。

　
そ
の
後
、
天
保
六
年
九
月
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（
（

に
、
寛
永
十
六
年
の
印
本
、
南
畝
が
取
り
出
し
た
珍
書
、
世
に
一
冊
か
と
思
っ
て
い

た
が
、
江
戸
の
鎌
倉
河
岸
の
豊
嶋
屋
が
、
一
二
〇
冊
の
写
本
を
所
蔵
し
て
い
る
由
、
珍
書
故
に
秘
し
て
見
せ
な
い
、
と
、
あ
る
人
の
噂
を

聞
い
た
、
心
狭
い
も
の
は
秘
し
て
見
せ
な
い
、
火
災
な
ど
で
亡
び
失
な
う
こ
と
間
々
あ
る
、
惜
し
い
こ
と
、
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

　『
十
二
楼
覚
世
名
言
』。
天
保
三
年
九
月
十
六
日
、
馬
琴
は
、
李
笠
翁
の
『
十
二
楼
』
の
下
直
の
も
の
あ
れ
ば
、
一
部
ほ
し
い
、
と
河
内

屋
茂
兵
衛（（（
（

に
注
文
し
た
。
十
月
十
三
日
、
追
々
船
積
み
す
る
と
案
内
し
た
茂
兵
衛
か
ら
の
書
翰
を
、
小
網
町
岩
佐
屋
か
ら
受
け
取
っ
た
。

十
月
十
八
日
の
茂
兵
衛
宛
の
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
下
直
の
本
あ
る
の
で
、
丁
子
屋
平
兵
衛
へ
の
積
み
合
わ
せ
で
、
近
々
の
船
便
り
に
送
本
す

る
、
と
茂
兵
衛
か
ら
連
絡
を
受
け
、
十
月
二
十
一
日
、
馬
琴
は
、
茂
兵
衛
に
下
直
と
い
っ
て
も
何
ほ
ど
か
直
段
を
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、

と
書
翰
に
書
い
て
出
し
た（（（
（

。

　
十
一
月
二
十
四
日
の
河
内
屋
茂
兵
衛
・
丁
子
屋
平
兵
衛
宛
の
覚（（（
（

に
、
未
着
な
が
ら
『
十
二
楼
覚
世
名
言
』
一
帙
、
金
三
朱
、『
侠
客
伝
』

な
ど
の
潤
筆
料
で
決
済
す
る
、
と
記
し
て
い
る
。
閏
十
一
月
十
六
日
に
、
丁
子
屋
へ
着
い
た
『
十
二
楼
』
六
冊
を
、
丁
子
屋
が
、
小
者
を

も
っ
て
届
け
て
き
た
。

　
十
二
月
八
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
茂
兵
衛
か
ら
船
積
み
で
到
着
し
た
、
寛
政
の
末
、
儒
者
北
條
文
蔵
の
蔵
書
を
借
り
て
読
ん
だ
が
、

大
か
た
忘
れ
た
、
思
い
の
ほ
か
淡
薄
、
用
立
つ
こ
と
も
な
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
閏
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
晦
日
に
か
け
て
、
夜
に
読
み
、
十
二
月
朔
日
、
四
日
に
四
冊
め
を
、
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
六
日

か
ら
九
日
に
五
冊
め
巻
九
ま
で
、
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
、
巻
十
二
ま
で
残
ら
ず
披
閲
し
て
卒
業
し
た
。

　
七
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
趣
向
淡
々
し
く
、
目
に
と
ま
る
妙
の
趣
向
多
く
は
な
い
、
と
書
き
、
十
一
月
六
日
、
篠
斎
に
、
馬

琴
自
身
、
笠
翁
と
称
し
て
い
の
は
、
著
述
し
た
李
笠
翁
（
清
の
初
の
人
）
へ
の
信
仰
故
で
は
な
く
、「
か
く
れ
み
の
か
さ
」
の
歌
の
意
、
蓑



158

高牧　實

笠
と
称
し
、
蓑
を
略
し
て
笠
翁
と
称
し
て
い
る
、
と
説
明
し
て
、
湖
上
の
笠
翁
、
そ
の
風
流
な
ど
、
李
笠
翁
に
つ
い
て
管
見
を
記
し
て
い

る
（
（（
（

。
　『
西
山
物
語
』。
天
保
三
年
九
月
十
六
日
、
馬
琴
は
、
河
内
屋
茂
兵
衛
へ
、
建
部
綾
足
の
『
西
山
物
語
』
銀
一
、
二
匁
で
よ
い
古
本
が
あ

れ
ば
頼
み
た
い
、
と
注
文
し
た（（（
（

。
十
月
十
三
日
、
馬
琴
は
、
茂
兵
衛
か
ら
、
丁
子
屋
平
兵
衛
方
へ
の
船
積
み
に
積
み
合
せ
て
、
下
直
の
も

の
送
る
、
と
の
書
翰
を
受
け
取
り
、
二
十
一
日
、
下
直
で
あ
ろ
う
か
ら
、
と
注
文
し
た（（（
（

。
十
一
月
二
十
四
日
の
河
内
屋
茂
兵
衛
・
丁
子
屋

平
兵
衛
宛
の
覚（（（
（

に
、
銀
一
匁
五
分
、
未
着
と
み
え
る
。

　
閏
十
一
月
十
六
日
、
丁
子
屋
平
兵
衛
が
、
小
者
を
も
っ
て
、『
西
山
物
語
』
一
冊
な
ど
、
茂
兵
衛
か
ら
の
送
本
を
届
け
て
き
た
。

　
な
お
、
馬
琴
は
、
九
月
十
六
日
、
桂
窓
に
、
綾
足
の
戯
作
を
見
た
い
の
で
、『
西
山
物
語
』
の
ほ
か
の
所
蔵
も
の
を
来
春
に
貸
し
て
も

ら
い
た
い
、
と
頼
ん
で
い
る（（（
（

。

　『
七
夕
考
』。
天
保
三
年
十
月
朔
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、
古
本
『
江
戸
名
所
百
人
一
首
』
一
冊
、『
七
夕
考
』
一
冊
を
宗
伯
に
見

せ
ら
れ
た
。
十
八
日
、『
江
戸
名
所
百
人
一
首
』
を
、
使
札
を
も
っ
て
、
返
本
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
の
で
返
し
た
。
馬
琴
は
、
二
十
日
、

半
冊
ほ
ど
披
閲
し
、
二
十
五
日
、
筆
工
河
合
孫
太
郎
に
、『
七
夕
考
』
と
料
紙
を
渡
し
、
十
一
月
十
八
日
、
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、

筆
料
七
二
文
（
一
三
六
文
貸
し
分
を
引
い
て
）
を
支
払
っ
た
。『
国
書
惣
目
録
』
に
三
本
み
え
る
。
い
ず
れ
か
未
詳
。

　『
得
泰
船
筆
記
』（『
得
泰
船
筆
語
』『
得
泰
船
筆
録
』『
得
泰
船
筆
話
』）。
天
保
三
年
十
月
四
日
、
木
村
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、『
得
泰
船
筆

記
』
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
十
四
日
、
来
宅
し
た
渥
見
覚
重
に
、
そ
の
原
本
と
料
紙
を
預
け
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
へ
届
け
る
よ
う
頼
ん

だ
。
十
一
月
十
日
、
覚
重
が
、
僕
を
も
っ
て
、
雲
磴
の
写
し
と
原
本
を
届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
筆
料
銭
三
五
一
文
を
そ
の
使
に
預
け
た
。

十
五
日
、
黙
老
か
ら
の
使
札
を
幸
便
と
し
て
返
本
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
六
月
二
十
五
日
、
馬
琴
は
、
昨
冬
の
写
し
を
校
訂
し
た
。
誤
字
多
く
、
全
六
〇
丁
余
を
夜
ま
で
か
か
っ
て
終
え
た
。
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天
保
四
年
一
月
十
五
日
の
篠
斎
宛
別
翰（（（
（

に
、
是
は
先
年
遠
州
へ
漂
流
の
舶
人
と
、
聖
堂
の
書
生
野
田
氏
と
の
筆
談
、
至
極
お
も
し
ろ
い
、

見
る
の
で
あ
れ
ば
貸
し
出
す
、
と
書
き
送
っ
た
。
三
月
十
一
日
の
桂
窓
宛
の
別
紙
添
状
（
口
状（

（（
（

）
に
、
写
し
出
来
次
第
、
篠
斎
子
に
見
せ

る
の
で
、
申
し
合
わ
せ
て
見
る
よ
う
に
、
と
伝
え
た
。
篠
斎
は
、
読
ん
で
い
る
の
で
貸
進
に
及
ば
な
い
、
と
馬
琴
へ
返
信
し
た（（（
（

。

　『
漂
流
人
勝
之
助
口
書

流
人
文
政
九
流
寓
対
問
記
』（『
讃
州
寒
川
郡
津
田
村
漂
流
人
勝
之
助
口
書
一
件
』）。
天
保
三
年
十
月
四
日
、
木
村

黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、『
漂
流
人
勝
之
助
口
書
、
流
人
文
政
九
流
寓
対
問
記
』
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
六
日
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
に

写
さ
せ
る
た
め
、
渥
見
覚
重
方
へ
、
原
本
と
料
紙
を
清
右
衛
門
に
届
け
る
よ
う
申
し
付
け
た
。
十
四
日
、
雲
磴
が
写
し
と
原
本
を
持
参
し

た
。

　
馬
琴
は
、
十
月
二
十
日
、『
漂
流
記
』
を
黙
老
に
返
上
し
、
翌
年
、
天
保
四
年
七
月
二
十
日
に
、「
聞
ま
ゝ
の
記
」
五
の
下
を
披
見
し
て

い
て
、
雲
磴
が
重
ね
写
し
を
し
た
も
の
か
、
脱
簡
を
見
出
し
た
。
先
達
て
篠
斎
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
翌
二
十
一
日
、
黙
老
方
へ
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
再
借
用
の
願
い
を
申
し
出
た
。
二
十
二
日
、
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
貸
出
を
受

け
た
。
馬
琴
は
、
脱
簡
を
書
き
入
れ
て
補
綴
し
、
同
書
追
加
の
図
説
の
画
図
一
丁
半
を
影
写
し
、
二
十
三
日
、
漂
流
人
持
ち
帰
え
り
の

物
・
船
の
図
な
ど
残
ら
ず
写
し
、
筆
工
の
分
を
写
し
、
二
十
四
日
、
追
加
分
、
筆
工
分
残
ら
ず
謄
写
、
二
二
丁
、
書
画
と
も
に
写
し
て
、

二
十
六
日
、
黙
老
か
ら
の
使
札
を
幸
便
と
し
て
返
上
し
た
。

　
遡
っ
て
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
の
別
翰（（（
（

、
十
五
日
の
篠
斎
宛
の
別
翰（（（
（

に
み
え
る
、
馬
琴
が
貸
進
し
た
『
漂
流
記
事
』
な
ど

合
本
一
冊
は
、
勝
之
助
の
漂
流
記
で
あ
り
、
篠
斎
が
脱
簡
を
見
出
し
て
知
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　『
四
程
指
南
車
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
十
月
十
八
日
頃
の
篠
斎
宛
書
翰
断
簡（（（
（

に
、『
四
程
指
南
車
』
に
、
多
気
が
大
和
海
道
に
あ
る
と

記
し
て
い
る
、『
和
名
抄
』
に
多
気
郡
に
あ
り
と
み
え
る
、『
侠
客
伝
』
二
編
に
入
用
、
北
畠
満
泰
の
子
俊
雅
、
以
前
多
気
に
居
た
、
詳
ら

か
で
な
い
が
、
多
気
と
し
て
お
く
、
と
記
し
、
十
一
月
二
十
六
日
、
桂
窓
か
ら
の
示
教
で
、
多
気
の
こ
と
疑
惑
氷
解
し
た
、
と
謝
礼
を
述
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べ
、『
指
南
車
』
に
た
げ
と
に
ご
り
を
付
し
て
い
る
の
で
、『
俠
客
伝
』
二
編
の
板
下
に
多た

気げ

と
に
ご
り
を
書
か
せ
て
い
た
が
、
に
ご
り
を

消
し
て
彫
り
に
出
し
た
、
あ
と
〳
〵
七
、
八
編
あ
た
り
に
多
気
の
こ
と
出
す
の
で
、
大
益
に
な
っ
た
、
伊
勢
地
図
一
本
を
篠
斎
桂
窓
両
君

か
ら
贈
ら
れ
た
こ
と
も
意
外
の
大
幸
、
と
謝
意
を
書
き
送
っ
た（（（
（

。

　
蔵
書
目
録
に
は
み
え
な
い
。
入
手
の
経
緯
が
詳
ら
か
で
な
い
が
、
所
蔵
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
南
狩
録
』。
天
保
三
年
十
一
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
（
隠
居
改
名
佐
六
）
か
ら
の
送
本
『
南
狩
録
』
な
ど
を
受
け
取
り
、
十
六
日
、

巻
一
を
、
二
十
九
日
、
晦
日
、
巻
二
を
、
閏
十
一
月
朔
日
、
巻
三
を
披
閲
校
訂
し
、
巻
一
、
巻
二
の
両
冊
に
句
読
を
施
し
た
。

　
十
一
月
二
十
五
日
の
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
の
書
翰（（（
（

に
、『
侠
客
伝
』
の
引
書
と
し
て
『
南
狩
録
』
を
含
む
借
用
の
一
一
部
と
、
茂
兵
衛
世

話
に
よ
る
買
入
の
四
部
な
ど
を
あ
げ
、『
侠
客
伝
』
の
骨
組
を
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
す
る
、
と
馬
琴
の
心
懸
け
を
書
き
送
っ
た
。『
南

朝
巡
狩
録
』
も
そ
こ
に
あ
げ
て
い
て
、
同
じ
十
一
月
二
十
五
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
桂
窓
子
が
似
た
書
名
の
故
に
間
違
っ
て
、
買
い
求

め
た
の
か
、
珍
重
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
高
料
に
求
め
た
の
で
あ
れ
ば
気
の
毒
な
こ
と
、『
南
朝
巡
狩
録
』
は
一
四
巻
、
旗
本
大
草
氏

が
数
年
の
苦
心
を
も
っ
て
、
文
化
中
に
稿
し
、
一
本
を
公
儀
へ
献
上
し
て
御
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
、『
南
狩
録
』
は
、
享
保
中
、
順
逆

の
理
を
論
じ
た
も
の
、
そ
れ
ほ
ど
用
に
は
立
た
な
い
が
、
初
め
て
見
る
も
の
、
写
し
を
作
る
、
誤
字
が
あ
る
の
で
残
ら
ず
校
訂
し
て
返
す
、

こ
の
こ
と
桂
窓
子
に
も
伝
え
る
、
と
書
い
た
。

　
翌
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
十
一
月
十
四
日
に
『
南
狩
録
』
を
受
け
取
り
恩
借
し
た
、『
南
朝
巡
狩
録
』
と
似
た
書
名
故
の
間
違
い
と

考
え
る
、
順
逆
の
理
り
、
多
く
は
山
崎
闇
斎
、
谷
重
遠
の
論
を
の
せ
、
新
説
が
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
初
め
て
見
る
稀
な
珍
書
、
写
し
を

作
り
た
い
、
恩
借
の
謝
意
と
し
て
、
誤
写
を
校
訂
し
て
返
上
す
る
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
翌
年
に
至
っ
て
、
天
保
四
年
三
月
九
日
、
来
宅
し
た
お
久
和
に
筆
工
久
和
島
雲
磴
へ
届
け
る
よ
う
巻
一
、
巻
二
の
二
冊
と
料
紙
を
預
け

た
。
二
十
二
日
、
雲
磴
が
来
宅
し
、
対
面
し
た
馬
琴
へ
、
巻
一
の
写
し
と
原
本
を
渡
し
、
馬
琴
か
ら
筆
料
銭
二
六
二
文
を
受
け
取
っ
た
。
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馬
琴
は
、
雲
磴
の
願
い
通
り
、
写
し
四
五
枚
の
う
ち
九
枚
に
銭
六
文
ず
つ
、
残
り
三
六
枚
に
銭
五
文
ず
つ
と
し
て
、
筆
料
を
支
払
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
雲
磴
の
勘
定
違
い
、
銭
二
四
文
の
過
払
い
に
気
付
い
た
。
五
月
六
日
、
渥
見
覚
重
が
、
使
を
も
っ
て
、
雲
磴
の
巻
二
の
写
し

六
七
枚
と
原
本
を
届
け
て
き
た
。
雲
磴
の
書
付
通
り
、
六
七
枚
の
う
ち
細
字
の
九
枚
に
銭
八
文
ず
つ
、
そ
の
ほ
か
銭
五
文
ず
つ
、
三
七
四

文
を
支
払
う
こ
と
と
し
て
、
金
一
朱
（
過
分
銭
三
八
文
）、
巻
三
、
料
紙
五
二
枚
、
ほ
か
に
巻
二
の
料
紙
不
足
分
一
〇
枚
を
、
下
女
を
も
っ

て
覚
重
方
へ
届
け
さ
せ
た
。
十
七
日
、
雲
磴
が
、
巻
三
の
写
し
と
原
本
を
持
参
し
、
過
分
の
貸
し
分
を
差
し
引
い
た
銭
二
四
二
文
の
筆
料

を
受
け
取
っ
た
。

　
七
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、
写
し
が
出
来
た
『
南
狩
録
』
な
ど
恩
借
の
本
の
九
部
、
篠
斎
へ
の
返
却
本
を
含
め
て
今
便
で
発
送
す
る
、
と

桂
窓
に
書
翰（（（
（

を
書
き
、
十
七
日
、『
南
狩
録
』
三
冊
も
入
れ
て
、
発
送
す
る
紙
包
み
を
拵
え
た
。

　
な
お
、
一
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
の
別
翰（（（
（

に
、
戸
田
家
深
川
下
屋
敷
に
慥
な
筆
工
が
い
る
け
れ
ど
も
、
極
老
人
、
細
書
も
の
は
一
向
に
出

来
な
い
、
あ
ら
い
も
の
を
写
さ
せ
て
い
る
、
確
か
な
者
で
な
け
れ
ば
、
奇
書
を
写
し
に
出
せ
な
い
、
な
か
な
か
筆
工
が
い
な
く
て
困
っ
て

い
る
、
頼
ま
れ
て
い
る
写
し
も
、
は
や
く
で
き
な
い
、
と
伝
え
て
い
る
。
極
老
人
と
い
う
の
は
雲
磴
の
こ
と
で
あ
る
。

　『
桜
木
物
語
』。
天
保
三
年
十
一
月
十
四
日
、
篠
斎
か
ら
『
桜
木
物
語
』
な
ど
が
届
け
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
十
八
日
に
上
冊
を
、
十
九
日

に
下
冊
を
校
閲
し
、
閏
十
一
月
二
十
六
日
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
へ
、
上
下
二
冊
と
料
紙
を
届
け
る
よ
う
、
渥
見
覚
重
に
預
け
た
。
そ
の
後

の
記
事
が
日
記
に
み
え
な
い
け
れ
ど
も
、
雲
磴
が
写
し
を
馬
琴
へ
渡
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　『
筑
紫
の
巻
』『
伊
勢
の
巻
』『
十
津
川
の
巻
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
十
一
月
十
四
日
、
篠
斎
か
ら
恩
借
し
た
『
筑
紫
の
巻
』『
伊
勢
の

巻
』『
十
津
川
の
巻
』
を
受
け
取
り
、
十
七
日
に
披
閲
し
た
。
閏
十
一
月
三
日
、『
伊
勢
の
巻
』『
十
津
川
の
巻
』
二
冊
と
料
紙
を
、
来
宅

し
た
渥
見
覚
重
に
預
け
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
に
渡
さ
せ
、
十
五
日
、
覚
重
の
使
か
ら
両
書
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
そ
の
使
に
、

『
筑
紫
の
巻
』
一
冊
と
料
紙
を
預
け
て
、
雲
磴
に
渡
さ
せ
、
二
十
六
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
を
支
払
っ
た
。
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十
一
月
二
十
五
日
、
河
内
屋
茂
兵
衛
に
宛
て
て
書
翰（（（
（

を
送
り
、『
侠
客
伝
』
の
引
書
の
一
つ
と
し
て
『
つ
く
し
の
巻
』
を
あ
げ
、
同
日

の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
い
た
く
俗
文
、
文
明
前
後
に
書
い
た
も
の
で
な
く
、
後
の
も
の
の
よ
う
に
思
う
、
と
書
い
た
。
ほ
か
に
『
伊
勢
の

巻
』
三
巻
一
冊
も
、『
侠
客
伝
』
の
引
書
と
し
て
用
い
た
と
い
い
、
借
り
出
し
て
写
し
た
、
と
茂
兵
衛
に
伝
え
た
。『
十
津
川
の
巻
』
に
つ

い
て
、
疎
漏
な
が
ら
実
事
を
書
い
て
い
る
が
、
楠
（
楠
木
）
の
あ
ま
り
に
華
々
し
い
討
死
の
体
な
ど
は
承
引
し
が
た
く
、
後
に
書
か
れ
た

も
の
か
、
と
篠
斎
に
書
き
送
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
七
日
、
返
本
す
べ
く
、
篠
斎
へ
ほ
か
の
返
上
、
貸
進
の
も
の
と
と
に
、
飛
脚
問
屋
嶋
屋
佐
右
衛
門

方
へ
届
け
さ
せ
た（（（
（

。

　『
異
国
往
来
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
十
一
月
十
八
日
、
木
村
黙
老
か
ら
『
異
国
往
来
』
一
冊
を
貸
さ
れ
、
校
閲
し
て
、
閏
十
一
月
八
日
、

筆
工
河
合
孫
太
郎
に
、
原
本
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
八
日
、
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
を
支
払
っ
た
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
七
月
朔
日
、
馬
琴
は
、
写
本
を
校
訂
し
点
を
付
け
た
。

　
な
お
、
こ
の
『
異
国
往
来
』
は
、
ど
の
本
か
未
詳
。

　『
北
畠
記
』『
北
畠
系
図
』。
天
保
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
篠
斎
と
桂
窓
が
、
伊
勢
の
大
画
図
、
絵
図
、『
北
畠
記
』、『
北
畠
系
図
』
を

送
っ
て
き
て
、
小
網
町
の
岩
佐
屋
か
ら
届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
両
書
を
二
十
六
日
終
日
校
閲
し
た
。
絵
図
は
両
人
か
ら
の
進
物
で
あ
っ

た
。

　
十
一
月
二
十
五
日
の
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
の
書
翰（（（
（

に
、『
侠
客
伝
』
の
引
書
と
し
て
両
書
も
あ
げ
、
そ
の
骨
組
を
し
か
り
と
し
た
も
の
と

し
て
著
述
す
る
、
と
書
い
た
。
同
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（
（

に
、『
侠
客
伝
』
に
、『
南
朝
紀
伝
』『
読
史
余
論
』『
南
朝
公
卿
補
任
』
に
よ
っ
て
、

北
畠
満
泰
と
し
た
が
、
両
書
に
は
満
雅
と
あ
る
、
著
述
引
用
の
眼
を
も
っ
て
よ
く
見
な
い
と
、
う
か
〳
〵
と
見
過
す
、
お
蔭
で
大
学
問
し

た
、
と
書
い
て
謝
礼
し
、
桂
窓
に
も
同
様
の
こ
と
を
書
き
送
っ
た（（（
（

。
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馬
琴
は
、
十
二
月
二
十
一
日
、
両
書
と
料
紙
を
、
下
僕
を
も
っ
て
、
渥
見
覚
重
方
へ
届
け
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
に
渡
す
よ
う
頼
ん
だ
。

二
十
七
日
、
覚
重
が
『
北
畠
記
』
一
冊
の
写
し
と
原
本
を
持
参
し
、
馬
琴
か
ら
筆
料
銭
一
〇
三
文
を
預
か
っ
た
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
七
日
、
覚
重
が
、
僕
を
も
っ
て
、
雲
磴
の
『
北
畠
系
図
』
の
写
し
と
原
本
を
届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
筆
料

銭
一
八
四
文
を
そ
の
使
に
預
け
た
。

　
天
保
四
年
一
月
十
七
日
、『
北
畠
記（（（
（

』
を
桂
窓
宛
に
返
上
す
べ
く
、
飛
脚
問
屋
嶋
屋
佐
右
衛
門
方
へ
出
し
、
五
月
朔
日
に
『
伊
勢
国
司

系
図（（（
（

』
を
送
る
と
伝
え
、
五
月
十
六
日
、『
伊
勢
国
司
系
図
の
巻
』
を
五
月
朔
日
に
送
本
し
た
旨
を
桂
窓
に
伝
え（（（
（

た
。

　『
北
海
異
談
』。
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、『
北
海
異
談
』
写
本
四
冊
を
買
い
入
れ
た
篠
斎
か

ら
、
貸
し
て
も
よ
い
、
と
の
申
し
出
を
受
け
て
、
そ
ち
ら
で
写
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
頼
み
た
い
、
筆
料
、
料
紙
何
ほ
ど
か
、
序

の
折
に
報
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
借
用
し
て
い
る
も
の
の
写
し
も
の
多
く
、
な
か
〳
〵
急
に
写
さ
せ
ら
れ
な
い
、
と
篠
斎
に
頼
ん
だ
。

　
十
二
月
十
一
日
、
馬
琴
は
、
筆
料
、
料
紙
、
仕
立
の
代
金
を
報
ら
せ
て
き
た
篠
斎
に
、
労
煩
を
感
謝
し
、
江
戸
で
写
さ
せ
る
の
で
、
許

借
願
い
た
い
、
と
書
翰（（（
（

を
書
い
て
出
し
た
。
婿
（
渥
見
覚
重
）
と
同
藩
（
宇
都
宮
戸
田
家
中
）
の
隠
居
老
人
、
拙
方
か
ら
の
写
し
も
の
を
内

職
と
し
て
年
中
写
し
て
い
る
、
老
人
故
、
極
く
細
字
の
も
の
を
写
し
か
ね
る
け
れ
ど
も
、
手
透
き
に
す
る
の
も
気
の
毒
、
写
さ
せ
た
い
と

思
う
、
と
筆
工
久
和
島
雲
磴
に
つ
い
て
も
認
め
て
い
る
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
七
月
十
三
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（
（

に
、
馬
琴
は
、
篠
斎
か
ら
の
送
本
を
六
月
二
十
三
日
に
受
け
取
っ
た
、
と
認
め
た
。
そ

の
送
本
の
な
か
に
、『
北
海
異
談
』
四
冊
も
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
恵
借
を
感
謝
し
、
こ
の
書
、
虚
実
な
か
ば
な
が
ら
、
当
時
の
秘
説
を
よ

く
書
い
て
い
る
、
文
を
飾
る
こ
と
多
い
の
で
、
悉
く
は
信
じ
が
た
い
、
去
年
恩
借
の
「
北
海
五
部
の
書
」、
拙
蔵
の
『
北
地
文
通
』
と
併

見
す
れ
ば
、
遺
漏
な
い
、
誤
写
少
し
ず
つ
あ
る
の
で
、
雌
黄
を
施
し
て
校
訂
し
て
お
く
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
六
月
二
十
二
日
に
、『
北
海
異
談
』
全
四
冊
の
う
ち
三
冊
を
、
二
十
三
日
に
巻
四
を
披
閲
し
て
卒
業
し
た
、
と
日
記
に
書
い
て
い
る
。
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書
翰
の
送
本
落
手
の
日
付
と
一
日
食
い
違
っ
て
い
る
。

　
七
月
六
日
、
馬
琴
は
、
巻
一
と
料
紙
美
濃
紙
一
帖
を
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
預
け
て
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
へ
届
け
さ
せ
た
。
雲
磴
が
、
老

病
少
し
ず
つ
快
く
な
っ
て
、
大
字
の
も
の
写
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

　
八
月
五
日
、
宗
仙
が
、
雲
磴
の
写
し
と
原
本
を
持
参
し
た
。
馬
琴
は
、
宗
仙
に
、
雲
磴
へ
渡
す
よ
う
、
巻
二
と
料
紙
を
預
け
た
。
雲
磴

が
巻
二
を
写
し
か
け
て
大
病
に
な
っ
た
。
宗
仙
が
引
き
取
っ
て
写
し
、
二
十
六
日
、
写
し
と
原
本
を
持
参
し
た
。

　
九
月
七
日
、
宗
仙
が
来
宅
し
、
雲
磴
が
九
月
朔
日
に
死
去
し
た
由
を
告
げ
た
。
七
二
歳
で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
二
十
二
日
、
宗
仙
へ
写

し
残
り
二
冊
、
料
紙
美
濃
紙
二
帖
と
七
枚
を
渡
し
、
二
十
七
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
一
二
文
を
支

払
っ
た
。

　
十
一
月
六
日
、
篠
斎
へ
、『
北
海
異
談
』
四
冊
を
返
上
す
る
、
御
礼
心
ま
で
に
、
誤
写
を
校
訂
し
て
お
い
た
、
と
認
め
て
書
翰（（（
（

を
出
し
、

送
本
し
た
。

　『
職
方
外
記
』。
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（
（

に
、
馬
琴
は
、『
職
方
外
紀
』
と
い
う
珍
書
を
所
蔵
さ
れ
、
見
た
い
の

で
あ
れ
ば
貸
し
て
下
さ
れ
る
由
、
是
非
拝
見
し
た
い
、
何
巻
あ
る
も
の
か
、
そ
ち
ら
に
よ
い
筆
工
が
い
れ
ば
、
写
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
、

筆
料
、
紙
代
何
程
か
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
道
中
の
往
来
費
用
を
省
け
る
、
今
の
と
こ
ろ
借
用
の
写
本
を
多
く
写
さ
せ
て
い
て
、
急
い

で
写
さ
せ
ら
れ
な
い
、
そ
ち
ら
で
写
さ
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
借
用
し
て
此
方
で
写
さ
せ
る
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
書
翰（（（
（

を
出
し
、
秘
蔵
の
『
職
方
外
紀
』
一
冊
、
附
図
一
帖
を
、
手
代
交
代
を
幸
便
と
し
て
許
借
さ
れ
、

落
手
し
て
早
速
に
繙
閲
、
一
亘
り
卒
業
、
珍
説
多
く
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
書
林
仕
入
本
と
み
え
、
手
熟
れ
た
筆
工
に
写
さ
て
い
て
、

ち
ょ
と
見
れ
ば
奇
麗
な
が
ら
、
誤
字
多
く
画
を
略
し
て
い
て
惜
し
い
、
恩
借
の
礼
に
と
校
訂
を
始
め
た
け
れ
ど
も
、
日
々
多
用
、
来
春
返

上
ま
で
に
残
ら
ず
校
訂
す
る
、
と
謝
意
を
伝
え
た
。
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閏
十
一
月
二
十
三
日
に
、
馬
琴
は
、
桂
窓
の
江
戸
店
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
。
閏
十
一
月
二
十
六
日
、
馬
琴
は
、
四
九
丁
め
ま
で
披
閲

し
た
。
覚
重
が
来
宅
し
た
の
で
、
附
図
の
写
し
を
頼
み
、
代
料
金
二
朱
と
す
る
つ
も
で
あ
る
こ
と
を
話
し
、
紙
代
銭
一
〇
〇
文
と
原
本
を

渡
し
た
。
十
二
月
二
日
夜
、
三
日
夜
、
四
日
、
巻
六
終
り
ま
で
披
閲
し
、
十
三
日
、
巻
二
ま
で
数
丁
を
校
訂
、
十
四
日
、
四
〇
丁
校
訂
、

十
五
日
、
点
附
を
始
め
、
十
六
日
、
巻
一
残
ら
ず
点
附
、
十
七
日
、
巻
二
の
一
〇
丁
余
校
訂
し
た
。
二
十
七
日
、
覚
重
が
附
図
の
写
し
を

持
参
し
て
見
せ
、
来
春
、
裏
打
し
て
折
本
に
作
っ
て
届
け
る
、
と
伝
え
た
。
馬
琴
は
、
筆
料
金
二
朱
を
渡
し
た
。
晦
日
、
巻
二
を
再
校
し
、

点
附
を
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
宛
別
翰（（（
（

に
よ
っ
て
、
返
送
し
た
『
職
方
外
紀
』
を
落
手
し
た
旨
の
知
ら
せ
を
受
け
た
、

尚
又
、
入
念
校
訂
し
た
と
こ
ろ
、
落
丁
二
丁
あ
っ
て
、
そ
の
内
、
一
丁
が
原
本
の
落
丁
、
一
丁
が
写
し
人
が
二
丁
重
ね
て
引
写
し
た
と
み

え
、
半
丁
ず
つ
見
わ
た
し
一
丁
の
脱
落
と
な
っ
て
い
る
、
深
川
屋
敷
の
老
人
が
、
折
々
重
ね
て
二
丁
を
一
丁
に
写
す
こ
と
あ
っ
て
、
は
じ

め
気
付
か
ず
、
原
本
を
返
し
て
程
な
く
気
付
い
た
け
れ
ど
も
、
借
り
寄
せ
な
い
で
落
丁
本
の
ま
ゝ
に
し
て
お
く
、
誤
写
の
分
、
入
念
に
直

し
、
句
読
も
半
分
余
点
附
し
た
、
と
伝
え
て
い
る
。

　
一
月
二
十
九
日
、
覚
重
が
附
図
を
折
本
に
仕
立
て
て
持
参
し
た
。
二
月
十
一
日
の
覚
重
方
か
ら
の
使
に
、『
職
方
外
記
』
と
紙
料
を
預

け
桑
島
（
久
和
島
）
雲
磴
に
届
け
る
よ
う
、
覚
重
に
伝
え
さ
せ
た
。

　
三
月
九
日
、
お
久
和
が
、
雲
磴
の
写
し
と
原
本
を
持
参
し
、
そ
の
筆
料
金
二
朱
を
預
け
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
の
長
文
の
書
翰
を

認
め
、
返
送
す
る
『
職
方
外
紀
』
一
冊
と
附
図
な
ど
を
包
み
、
十
一
日
、
宗
伯
を
も
っ
て
、
嶋
屋
へ
届
け
て
松
坂
へ
送
る
よ
う
手
続
き
し

た
。
そ
の
桂
窓
宛
書
翰
の
追
啓（（（
（

に
、
昨
冬
恩
借
の
『
職
方
外
紀
』、
図
本
を
正
月
に
写
し
、
製
本
と
も
出
来
、
筆
工
の
分
、
今
日
出
来
、

原
本
赤
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
直
し
て
句
読
も
い
た
し
、
そ
れ
も
著
述
の
故
に
急
に
出
来
か
ね
る
の
で
、
少
し
も
早
く
返
上
し
よ
う
と
、

飛
脚
に
出
し
た
、
な
ど
と
書
い
た
。
さ
ら
に
、
十
一
日
の
別
紙
添
状（（（
（

に
、
口
状
と
し
て
、『
職
方
外
紀
』
一
冊
、『
同
附
図
』
一
本
を
今
便
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で
返
上
す
る
、
か
ね
て
伝
え
た
よ
う
に
、
誤
写
多
い
の
で
校
訂
し
、
句
読
、
点
附
も
過
半
し
た
が
、
多
用
の
た
め
未
果
、
あ
か
く
な
っ
た

け
れ
ど
も
大
方
読
め
る
、
よ
い
筆
工
に
写
さ
せ
、
別
本
と
し
て
善
本
に
さ
れ
る
よ
う
、
老
拙
、
写
本
を
原
本
と
校
合
し
返
上
す
れ
ば
よ
い

け
れ
ど
も
、
多
用
で
暇
が
な
い
、
御
秘
蔵
の
書
、
一
日
も
早
く
返
上
す
る
、
と
記
し
、
尚
書
し
て
、
脱
簡
、
二
丁
重
ね
写
し
あ
り
、
一
丁

不
足
、
そ
の
と
こ
ろ
朱
を
も
っ
て
記
し
た
、
と
追
記
し
た
。

　
五
月
朔
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

で
、『
職
方
外
紀
』『
同
図
本
』、
四
月
三
日
落
手
の
由
安
心
し
た
、
殊
の
外
誤
写
多
く
、
多
用
中
な
が
ら

校
訂
し
、
あ
ま
り
雌
黄
を
施
し
て
汚
し
、
貴
意
に
叶
わ
な
く
な
っ
た
か
、
已
来
深
く
校
訂
し
な
い
、
手
前
の
写
本
を
校
訂
せ
ず
、
製
本
も

し
て
い
な
い
、
と
伝
え
た
。

　
六
月
二
十
一
日
、
篠
斎
か
ら
落
丁
分
な
ど
が
届
い
た
。
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
両
日
か
け
て
校
訂
し
点
附
し
た
。
七
月
十
三
日
、
馬

琴
は
、
篠
斎
に
宛
て
て
書
翰（（（（
（

を
送
り
、『
職
方
外
紀
』
の
落
丁
一
丁
を
写
さ
せ
て
送
っ
て
下
さ
り
、
別
本
を
も
っ
て
、
錯
簡
も
印
し
て
示

さ
れ
た
の
で
、
錯
簡
の
と
こ
ろ
を
入
れ
直
し
、
落
丁
の
と
こ
ろ
切
り
離
し
張
り
合
わ
せ
た
、
善
本
に
な
り
忝
仕
合
、
そ
の
外
の
脱
簡
、
凡

そ
一
〇
丁
ば
か
り
、
截
捨
て
た
と
み
え
、
桂
窓
子
の
蔵
書
、
誤
写
多
く
、
校
訂
し
て
写
さ
せ
、
写
本
校
訂
し
、
脱
簡
、
落
丁
と
も
具
足
さ

せ
、
御
礼
尽
し
が
た
い
、
と
謝
意
を
表
し
た
。

　
翌
七
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

を
認
め
、『
職
方
外
紀
』
に
つ
い
て
、
篠
斎
子
よ
り
重
ね
写
し
の
落
丁
一
枚
、
錯
簡
の
分
、

巨
細
な
書
付
を
下
さ
れ
、
校
訂
し
て
善
本
に
な
っ
た
が
、
一
〇
丁
ば
か
り
落
丁
あ
り
、
切
捨
て
た
と
察
せ
ら
れ
る
、
御
蔵
書
も
、
落
丁
、

錯
簡
を
直
さ
れ
た
由
、
篠
斎
子
か
ら
承
っ
た
、
と
伝
え
た
。
馬
琴
か
ら
の
返
本
を
受
け
取
っ
た
桂
窓
が
、
篠
斎
の
別
本
を
も
っ
て
直
し
た

の
で
あ
ろ
う
、
篠
斎
が
馬
琴
の
手
許
の
写
本
の
錯
簡
、
落
丁
を
知
り
、
馬
琴
に
、
落
丁
の
分
の
写
し
を
贈
っ
た
り
、
錯
簡
を
示
教
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
七
月
二
十
二
日
、
馬
琴
は
、
表
具
師
万
吉
に
、
表
紙
の
直
し
を
申
し
付
け
、
二
十
五
日
に
受
け
取
っ
た
。
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　『
京
都
将
軍
家
譜
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
北
畠
三
代
目
満
泰
卿
、『
将
軍
譜
』
に
満
泰
と
あ
る
、

と
根
拠
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
書
名
を
『
将
軍
家
譜
』
と
も
し
て
い
て
、
天
保
七
年
十
月
二
十
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

に
、
野
生
の

蔵
書
を
売
る
日
本
橋
辺
り
の
市
宿
方
の
市
で
、
両
三
人
引
ぱ
り
あ
ら
そ
っ
て
入
手
し
よ
う
と
す
る
有
様
、
と
書
い
た
。

　
翌
年
、
天
保
八
年
四
月
二
十
二
日
、『
将
軍
家
譜
』
な
ど
失
な
い
、
盲
人
杖
に
離
れ
た
よ
う
な
困
る
こ
と
度
々
あ
る
、
と
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

に
認
め
、
十
二
月
朔
日
、
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

で
、
松
坂
の
書
肆
に
あ
れ
ば
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
頼
ん
だ
。
蔵
書
沽
却
の
内
へ
紛
れ
入
れ

て
売
り
払
っ
た
、
甚
だ
不
自
由
、
岡
田
屋
へ
申
し
込
ん
だ
が
、
ま
だ
、
何
も
申
し
て
こ
な
い
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　
翌
年
、
天
保
九
年
七
月
朔
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
桂
窓
が
入
手
し
送
本
し
て
き
て
、
そ
の
代
金
を
指
示
通
り
岡
田
屋
へ
為
替
と

し
て
、
閏
四
月
十
二
日
に
渡
し
た
。
当
今
稀
な
も
の
、
重
宝
し
て
い
る
、
万
々
大
慶
、
と
そ
の
桂
窓
宛
書
翰
に
謝
礼
を
書
い
て
い
る
。

　『
琉
球
状
』。
天
保
三
年
閏
十
一
月
六
日
、
屋
代
弘
賢
殿
か
ら
、
使
札
を
も
っ
て
、
同
人
蔵
板
の
『
琉
球
状
』
一
巻
を
贈
ら
れ
て
き
た
。

　『
義
貞
記
』『
陽
復
記
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
閏
十
一
月
二
日
夜
、『
義
貞
記
』
を
、
六
日
、『
陽
復
記
』
二
冊
を
披
閲
し
た
。

　
十
二
月
四
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、
馬
琴
、
宗
伯
が
対
面
し
た
。
先
月
に
見
せ
ら
れ
た
『
義
貞
記
』、『
陽
復
記
』
を
宗
慎
殿
に
返

本
し
た
。『
義
貞
記
』『
陽
復
記
』
の
直
段
を
書
賈
が
引
く
と
い
え
ば
、
買
い
取
り
た
い
と
話
し
た
。
十
三
日
、
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、
書
賈

雁
金
屋
に
懸
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
代
料
を
銀
三
匁
に
ま
け
る
由
を
伝
え
た
。
馬
琴
は
、
買
い
入
れ
る
こ
と
と
し
て
、
代
銭
三
三
〇
文
を
宗

慎
殿
に
預
け
た
。

　『
高
子
観
遊
記
』。
天
保
三
年
閏
十
一
月
十
四
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、『
高
子
観
遊
記
』
一
冊
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
夜

に
披
閲
し
、
翌
十
五
日
、
来
宅
し
た
渥
見
覚
重
に
、
原
本
と
料
紙
を
預
け
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
に
届
け
る
よ
う
頼
ん
だ
。
二
十
六
日
、
覚

重
が
、
原
本
と
雲
磴
の
写
し
を
持
参
し
た
。
馬
琴
は
、『
つ
く
し
の
巻
』
一
冊
の
写
し
と
と
も
に
筆
料
銭
二
二
七
文
を
預
け
た
。
二
十
九

日
、
宗
伯
が
、
山
本
啓
俊
様
、
宗
慎
殿
へ
寒
中
見
舞
に
行
く
の
を
幸
便
と
し
て
返
本
し
た
。
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天
保
四
年
七
月
朔
日
、
馬
琴
は
、『
高
子
観
遊
記
』
写
本
を
校
訂
し
点
附
し
た
。

　『
白
石
手
簡
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
『
白
石
手
簡
』
を
借
用
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
た（（（（
（

。

　
翌
年
、
天
保
四
年
三
月
九
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
二
月
二
十
二
日
に
、
桂
窓
か
ら
の
送
本
を
受
け
取
っ
た
。
馬
琴
は
、
四
月

八
日
、
巻
一
、
九
日
、
巻
二
半
ま
で
、
十
日
、
巻
二
末
ま
で
と
巻
三
、
十
一
日
、
巻
四
を
校
訂
し
た
。
写
本
に
誤
字
が
多
く
あ
っ
た
。

　
八
月
十
七
日
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
、
巻
一
、
巻
二
の
二
冊
、
料
紙
美
濃
紙
二
帖
と
四
三
枚
を
渡
し
、
二
十
六
日
、
宗
仙
か
ら
そ
の
写
し

と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
の
分
を
引
き
つ
い
だ
『
北
海
異
談
』
巻
二
、
計
三
冊
分
の
筆
料
金
一
朱
と
銭
三
八
八
文
を
支
払

い
、
巻
三
、
巻
四
の
二
冊
、
料
紙
美
濃
紙
三
帖
を
渡
し
、
九
月
七
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
宗
仙
か
ら
受
け
取
り
、
筆
料
金
二
朱
（
銭
二

三
六
文
過
分
）
を
支
払
っ
た
。

　
五
月
朔
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

に
、
以
の
外
の
誤
写
が
あ
り
、
恩
借
に
対
す
る
謝
礼
ま
で
に
、
よ
く
読
め
る
よ
う
に
直
し
た
、
貴
意
に
叶

う
か
ど
う
か
、
と
書
き
送
り
、
十
一
月
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

で
、
篠
斎
子
へ
の
返
上
も
の
と
一
緒
に
今
便
に
出
す
、
と
伝
え
た
。

　『
新
安
手
簡
』『
新
安
手
簡
拾
遺
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
『
新
安
手
簡
』『
新
安
手
簡
拾
遺
』
を
借
用
し
た
い
、

と
申
し
入
れ
た（（（（
（

。
翌
年
、
天
保
四
年
二
月
二
十
日
、
桂
窓
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
『
新
安
手
簡
』
一
冊
、『
新
安
手
簡
拾
遺
』
一
冊
な
ど
を

受
け
取
っ
た（（（（
（

。
四
月
十
一
日
、
十
二
日
、
両
書
を
校
閲
し
、
雌
黄
を
施
し
た
。

　
九
月
十
五
日
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
両
書
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
二
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
三
八
文
を

支
払
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
五
月
朔
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
以
の
外
の
誤
写
、
何
分
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
お
け
な
い
の
で
、
よ
く
読
め
る
よ
う
に
直
し
て
お

い
た
、
是
は
、
恩
借
へ
の
謝
礼
の
気
持
で
い
た
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
貴
意
に
叶
う
か
ど
う
か
、
と
書
き
送
り
、
十
一
月
六
日
、
桂
窓
に
、

篠
斎
子
へ
送
る
分
と
一
緒
の
便
に
出
す
、
と
伝
え
た（（（（
（

。
な
お
、
そ
の
書
翰
に
、『
新
安
手
簡
』
二
冊
と
あ
る
が
、
手
簡
と
拾
遺
の
二
冊
を
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指
す
、
と
思
わ
れ
る
。
筆
工
宗
仙
に
渡
し
た
折
の
日
記
の
記
事
に
も
『
新
安
手
簡
』
二
冊
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
宗
仙
が
、『
新
安
手
簡
』、

『
新
安
手
簡
拾
遺
』
の
写
し
を
届
け
て
い
る
。

　『
雑
問
答
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
に
、『
雑
問
答
』
を
借
用
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
た（（（（
（

。
賀
茂
真
淵
の
作
の
由
、

ま
だ
読
ん
で
い
な
い
、
と
い
う
。

　
馬
琴
は
、
翌
年
の
前
半
ま
で
に
、
桂
窓
か
ら
借
用
し
て
筆
工
に
写
し
を
申
し
付
け
て
い
た
よ
う
で
、
七
月
十
三
日
、
渥
見
覚
重
が
、
使

を
も
っ
て
、
筆
工
久
和
島
雲
磴
に
よ
る
『
雑
問
答
』
一
冊
の
写
し
と
原
本
を
届
け
て
き
て
い
る
。
翌
十
四
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

で
、
恩
借
に
多
謝
し
、
今
便
で
返
上
す
る
、
と
伝
え
た
。

　『
古
史
通
』『
古
史
通
或
問
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
に
、
所
蔵
の
『
古
史
通
』
が
善
写
本
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
も

っ
て
、
悪
写
本
の
拙
蔵
本
を
校
訂
し
た
い
の
で
、
借
用
し
た
い
、
と
頼
ん
だ（（（（
（

。
そ
の
桂
窓
宛
書
翰
の
別
紙（（（（
（

の
著
作
堂
蔵

白
石
先
生
著
書

目
次
に
、『
古
史
通
』『
古
史
通
或
問
』
も
あ
げ
、
と
も
に
、
抄
本
、
悪
写
本
と
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
別
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
桂
窓
の
本
も
悪
写
本
と
の
こ
と
で
借
用
し
な
か
っ
た
。

　
六
月
二
日
、
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、『
古
史
通
』『
古
史
通
或
問
』
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
早
速
、『
古
史
通
』
を
披
閲
し
、
三

日
、
校
閲
し
て
雌
黄
を
施
し
、
四
日
、『
古
史
通
或
問
』
を
校
閲
し
て
雌
黄
を
施
し
た
。
恵
借
の
本
も
悪
写
本
で
あ
っ
た
。
両
書
九
冊
の

校
訂
を
四
ツ
時
に
卒
業
し
た
。
黙
老
の
た
め
に
借
用
本
を
校
訂
し
た
。

　
七
月
二
十
八
日
、
馬
琴
は
、
筆
工
山
科
宗
仙
か
ら
『
古
史
通
』
三
冊
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
を
支
払
っ
た
。
先
の

銭
一
九
四
文
過
分
を
差
し
引
い
て
銭
二
〇
〇
文
を
支
払
う
と
こ
ろ
、
次
回
の
筆
料
で
勘
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
巻
四
、
巻
五
の
二
冊
と
料

紙
を
渡
し
、
八
月
五
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
を
差
引
勘
定
し
て
支
払
っ
た
。
十
一
日
、
黙
老
か
ら
の
使
札
に
、『
古

史
通
』
五
冊
を
渡
し
て
返
本
し
た
。
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五
日
、
宗
仙
に
『
古
史
通
或
問
』
巻
一
、
巻
二
の
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
九
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
（
銭

九
〇
文
過
分
）
を
支
払
い
、
巻
三
、
巻
四
の
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
十
七
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
差
引
勘
定
し
て
、

銭
二
二
六
文
を
支
払
っ
た
。
な
お
、
返
上
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

　『
鬼
神
論
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
、
新
井
白
石
の
『
鬼
神
論
』
な
ど
恩
借
を
申
し
入
れ
た（（（（
（

。

　
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
、
桂
窓
へ
、
昔
年
、『
燕
石
雑
志
』
を
著
し
た
頃
、
白
石
の
『
鬼
神
論
』
入
用
で
さ
が
し
た
け
れ
ど
も
、

書
肆
に
な
く
、
誰
か
ら
か
借
り
て
読
ん
だ
も
の
の
、
記
憶
に
な
い
、
思
い
違
い
、
忘
れ
ご
と
折
々
あ
っ
て
、
ち
と
老
耄
の
下
地
か
と
思
う

こ
と
も
あ
る
、
と
書
い
て
送
っ
た（（（（
（

。

　
五
月
二
十
九
日
、
馬
琴
は
、
岡
田
屋
嘉
七
方
へ
寄
り
、『
鬼
神
論
』
を
買
い
入
れ
、
六
月
朔
日
、
上
下
を
披
閲
し
、
誤
写
多
い
の
で
、

二
日
ま
で
か
け
て
、
校
訂
し
、
点
を
附
し
た
。
七
月
十
一
日
、
岡
田
屋
嘉
七
方
か
ら
代
金
を
受
け
取
り
に
来
宅
し
た
。
馬
琴
は
、
八
日
、

清
右
衛
門
に
、
三
田
長
運
寺
参
詣
の
序
に
、
代
銀
九
匁
を
嘉
七
方
へ
支
払
う
よ
う
申
し
付
け
て
い
た
。
十
日
か
十
一
日
に
届
け
る
旨
を
伝

え
た
。
七
月
十
四
日
、
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
先
月
買
い
入
れ
た
、
板
本
な
が
ら
誤
字
多
く
、
読
め
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
雌
黄
を
施
し

校
訂
し
た
、
所
蔵
本
と
引
き
合
わ
せ
て
校
訂
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
貸
進
す
る
、
と
書
い
た
。

　
十
二
月
十
一
日
、
桂
窓
へ
、
校
訂
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
貸
進
す
る
、
今
便
で
送
本
す
る
、
ゆ
る
〳
〵
弁
用
を
、
と
書
翰（（（（
（

を

書
き
、
十
二
日
に
送
本
し
た
。

　『
塩
尻
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
へ
、『
塩
尻
』
の
良
い
写
本
、
そ
ち
ら
の
懇
意
の
書
賈
へ
何
程
の
価
で
入
手
で
き

る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
、
力
に
及
ぶ
ほ
ど
の
価
で
あ
れ
ば
買
い
入
れ
た
い
、
と
書
翰
を
送
っ
て
頼
ん
だ（（（（
（

。
文
化
の
は
じ
め
に
、

一
坊
賈
か
ら
四
五
巻
、
金
二
両
、
写
し
も
相
応
の
本
、
買
い
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
近
く
の
浅
野
殿
五
千
石
の
勢
い
に
敵
し
が
た
く
、
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
遺
憾
で
あ
っ
た
、
そ
の
節
、
為
朝
の
譜
は
抄
録
し
た
、
と
い
う
。
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翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
別
翰（（（（
（

に
、『
塩
尻
』
の
こ
と
、
高
料
の
由
、
ま
ず
〳
〵
こ
の
慾
を
断
つ
、
と
書
き
送
っ
て
い

る
。

　
そ
の
翌
年
、
天
保
五
年
三
月
二
十
四
日
、
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、『
塩
尻
』
巻
一
よ
り
巻
三
の
三
冊
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の

夜
、
晦
日
の
夜
に
披
閲
し
、
四
月
二
十
六
日
、
黙
老
か
ら
の
使
に
、
そ
の
三
冊
を
渡
し
て
返
本
し
た
。
そ
の
あ
と
、
巻
四
よ
り
巻
七
の
四

冊
を
借
用
し
、
五
月
五
日
夜
、
巻
四
、
十
日
、
六
月
二
日
、
巻
七
ま
で
披
閲
し
、
巻
五
よ
り
巻
七
の
数
条
を
抄
録
し
て
、
四
日
、
巻
五

（
四
カ
）
よ
り
巻
七
の
四
冊
な
ど
を
、
清
右
衛
門
に
預
け
、
黙
老
方
へ
今
明
日
中
に
返
本
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。
五
日
、
黙
老
が
、
使

札
を
も
っ
て
巻
八
よ
り
巻
十
二
の
五
冊
を
貸
さ
れ
、
夜
、
巻
八
を
披
閲
し
た
。

　
七
月
五
日
、
終
日
腹
痛
な
が
ら
、
巻
十
二
ま
で
披
閲
し
、
十
二
日
、
抄
録
三
六
枚
を
、
筆
工
大
嶋
右
源
二
に
料
紙
添
え
て
渡
し
た
。
二

十
八
日
、
右
源
二
か
ら
抄
録
の
写
し
を
受
け
取
り
、
他
の
写
し
と
合
わ
せ
て
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
二
〇
〇
文
を
支
払
っ
た
。

　
八
月
十
二
日
、
終
日
、
巻
九
よ
り
巻
十
一
の
三
冊
を
、
十
三
日
、
巻
十
二
を
抄
録
し
た
。
十
四
日
、
黙
老
か
ら
の
使
に
預
け
て
、
借
用

の
五
冊
を
返
本
し
た
。
十
八
日
、
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、
巻
十
三
よ
り
巻
十
七
の
五
冊
を
貸
さ
れ
、
馬
琴
は
、
夜
、
巻
十
五
を
披
閲

し
て
、
誤
脱
多
く
読
め
な
い
と
こ
ろ
多
い
こ
と
を
知
り
、
巻
十
六
を
読
み
か
け
、
十
九
日
、
巻
十
七
ま
で
披
閲
し
た
。
誤
脱
多
く
て
読
め

な
か
っ
た
り
、
重
複
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
黙
老
が
、
本
屋
の
仕
入
も
の
の
悪
本
を
買
い
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
た
。
二
十

日
、
巻
十
三
、
巻
十
四
を
披
閲
し
た
。

　
十
月
二
日
夜
、
巻
十
三
、
巻
十
五
を
抄
録
し
、
三
日
、
巻
十
三
よ
り
巻
十
七
ま
で
の
う
ち
の
三
冊
を
抄
録
し
終
え
た
。
五
日
、
清
右
衛

門
に
、
五
冊
を
黙
老
方
へ
届
け
る
よ
う
申
し
付
け
、
六
日
、
清
右
衛
門
が
届
け
て
返
本
し
た
。
七
日
、
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、
巻
十

八
よ
り
巻
二
十
の
三
冊
を
貸
さ
れ
た
。
来
春
、
黙
老
が
致
仕
す
る
と
の
噂
が
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
夜
、
巻
二
十
を
披
閲
し
、
九
日
の
夕
方

か
ら
巻
十
八
を
校
閲
し
、
十
日
、
そ
の
巻
の
入
用
の
と
こ
ろ
を
写
さ
せ
る
た
め
、
誤
字
な
ど
墨
を
も
っ
て
、
半
冊
ほ
ど
校
訂
し
、
十
一
日
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夕
方
、
校
訂
を
続
け
て
、
巻
十
八
を
校
し
終
え
、
十
二
日
夜
、
巻
十
九
を
披
閲
し
、
四
ツ
時
に
終
え
て
、
二
〇
巻
を
卒
業
し
た
。

　
二
十
五
日
、
巻
十
八
と
料
紙
を
筆
工
三
田
村
三
碩
に
渡
し
、
十
一
月
五
日
、
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
〇
八
文
を
支
払
っ

た
。
十
二
日
、
巻
十
九
、
巻
二
十
を
抄
録
の
た
め
調
べ
、
誤
写
を
校
し
、
十
八
日
、
そ
の
二
冊
と
料
紙
を
三
碩
に
渡
し
、
十
二
月
十
五
日
、

写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
り
、
十
六
日
、
三
碩
の
使
の
老
母
に
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
六
六
文
（
料
紙
不
足
五
枚
分
一
五
文
と
も
に
）
を
渡

し
た
。
十
八
日
、
清
右
衛
門
に
、
黙
老
方
へ
借
用
の
三
冊
を
返
本
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。

　
そ
の
後
、
天
保
十
年
八
月
十
二
日
頃
、
桂
窓
へ
沽
却
し
た
い
覚（（（（
（

に
、『
塩
尻
抄
』
四
冊
、
代
金
二
分
、
と
み
え
る
。
九
月
二
十
四
日
の

桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
桂
窓
が
『
塩
尻
抄
』
な
ど
三
部
を
買
い
入
れ
た
。

　『
南
朝
紹
運
図
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
桂
窓
へ
書
翰（（（（
（

を
書
き
、
天
野
信
景
の
『
南
朝
紹
運
図
』
を
貸
し
て
よ
い
と
の
こ

と
、
借
用
し
た
い
、
と
頼
ん
だ
。『
塩
尻
』
に
の
せ
て
あ
る
、『
塩
尻
』
を
そ
ち
ら
の
書
賈
に
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
、
力
に
及
ぶ
ほ

ど
な
ら
ば
買
い
入
れ
た
い
、
高
料
で
あ
れ
ば
、
所
蔵
の
本
を
借
覧
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
馬
琴
は
、
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
別
翰
に
よ
れ
ば
、『
塩
尻
』
高
料
、『
紹
運
図
』
を
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
三

月
九
日
の
同
人
宛
書
翰
に
、
二
月
二
十
二
日
、『
紹
運
図
』
を
含
む
恩
借
一
三
部
を
受
け
取
っ
た
、
大
悦
不
過
之
と
謝
礼
を
書
い
た（（（（
（

。

　
六
月
二
日
、
馬
琴
は
、『
南
朝
紹
運
図
』、『
南
朝
紹
運
録
』、
料
紙
を
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
渡
し
、
九
日
、
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、

筆
料
を
支
払
っ
た
。

　
七
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、『
紹
運
図
』
を
含
む
恩
借
九
部
を
、
今
便
で
返
上
す
る
、
と
桂
窓
に
伝
え（（（（
（

、
十
七
日
に
紙
包
み
を
拵
え
て
、

発
送
す
る
準
備
を
し
た
。

　『
少
微
通
鑑
』『
宋
元
通
鑑
』『
事
文
類
聚
』。
馬
琴
は
、
天
保
三
年
十
二
月
八
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

で
、
唐
山
の
碑
史
を
よ
く
読
も
う
と

思
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
二
十
一
史
か
ら
は
じ
め
て
、『
少
微
通
鑑
』『
宋
元
通
鑑
』『
十
九
史
略
』
な
ど
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
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俗
語
小
説
で
小
口
を
知
ろ
う
と
す
る
時
、
起
原
を
詳
ら
か
に
し
な
け
ば
わ
か
ら
な
い
、
と
意
見
を
述
べ
て
い
て
、
自
身
読
ん
で
い
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
蔵
書
目
録
に
は
み
え
な
い
が
、
所
蔵
し
て
い
た
。
天
保
三
年
八
月
十
四
日
、
篠
斎
か
ら
借
用
し
た
『
征
西
狄
青
伝
』
と

見
合
わ
せ
る
た
め
、『
宋
元
通
鑑
』
を
読
み
、
天
保
五
年
九
月
八
日
、
唐
本
の
帙
拵
え
る
も
の
と
し
て
、『
少
微
通
鑑
』
な
ど
を
、
表
具
師

万
吉
に
渡
し
て
い
る
。

　
天
保
十
三
年
八
月
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

（
代
筆
）
に
、
小
子
手
に
入
れ
た
も
の
と
し
て
両
書
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
二
年
前
、
天
保
十

一
年
六
月
六
日
の
篠
斎
宛
別
紙（（（（
（

に
、
拙
蔵
の
唐
本
類
を
岡
田
屋
に
残
ら
ず
沽
却
す
る
、
そ
の
内
、『
事
文
類
聚
』、
桐
の
箱
入
大
冊
合
本
一

七
冊
金
二
両
、
両
通
鑑
二
帙
金
一
両
、
書
肆
へ
売
る
よ
り
友
人
の
蔵
に
収
め
て
も
ら
い
た
い
、
長
谷
川
氏
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
、
と
認

め
、
両
通
鑑
は
、
二
十
一
史
の
代
り
と
な
る
書
籍
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
な
お
、『
事
文
類
聚
』
は
、
合
巻
二
五
と
蔵
書
目
録
に

み
え
る
。
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
の
篠
斎
宛
の
別
紙
と
別
包
添
状（（（（
（

（
代
筆
）
に
よ
れ
ば
、『
事
文
類
聚
』
合
本
二
三
冊
、
外
に
写
本

一
冊
、
代
金
二
両
で
、
篠
斎
が
買
い
取
っ
た
。
先
に
『
事
文
類
聚
』
を
合
本
一
七
冊
と
記
し
た
の
は
覚
え
違
い
、
二
三
冊
、
岡
田
屋
が
金

二
両
と
直
段
を
付
け
た
、
高
料
で
は
な
い
と
思
う
、
と
記
し
て
い
る
。

　『
池
の
藻
屑
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
、
馬
琴
は
、
桂
窓
に
対
し
、『
池
の
も
く
ず
』、
麗
女
が
ど
の
よ
う
な
事
を
書
い
た
も
の
か
、
序

の
折
に
見
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
書
翰（（（（
（

で
申
し
入
れ
た
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
一
月
十
四
日
に
も
、
ゆ
る
〳
〵
で
よ
い
の
で
、
幸
便
で
恩
借
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
桂
窓
に
重
ね
て
申
し
入
れ
た（（（（
（

。

三
月
九
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、
二
月
二
十
二
日
に
受
け
取
っ
た
。
五
月
朔
日
に
、
筆
工
さ
え
都
合
つ
け
ば
、
写
し
て
お

き
た
い
が
、
な
か
〳
〵
急
に
は
出
来
な
い
、
強
い
て
写
す
た
め
に
留
め
て
お
く
に
は
及
ば
な
い
、
熟
覧
し
て
返
上
す
る
、
と
桂
窓
宛
の
書

翰
（
（（（
（

に
認
め
た
。

　
馬
琴
は
、
七
月
十
四
日
、『
池
の
も
く
ず
』
は
珍
書
、
筆
工
手
ま
わ
れ
ば
写
さ
せ
た
い
、
当
分
入
用
で
な
け
れ
ば
、
な
お
し
ば
ら
く
留
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め
置
き
た
い
、
と
桂
窓
に
申
し
入
れ（（（（
（

、
十
一
月
六
日
、
桂
窓
に
、
実
は
あ
ま
り
気
に
は
入
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
女
筆
で
珍
書
、
写
し
た
い
、

十
二
月
下
旬
ま
で
は
写
し
終
る
の
で
、
下
旬
に
は
飛
脚
へ
出
す
、
と
伝
え
た（（（（
（

。

　
十
一
月
十
六
日
、
筆
工
三
田
村
三
碩
に
、
巻
一
、
巻
二
の
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
て
写
さ
せ
、
二
十
二
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取

り
、
筆
料
銭
二
七
三
文
を
支
払
い
、
巻
三
、
巻
四
の
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
写
し
を
披
閲
し
、
巻
五
、
一
冊
も
披
閲
し

た
。
二
十
九
日
、
巻
三
、
巻
四
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
巻
五
、
巻
六
の
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
他
の
写
し
も
の
（『
告
志
編
』
一

冊
）
と
と
も
に
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
七
五
文
を
支
払
い
、
夜
、
写
し
を
披
閲
し
た
。

　
十
二
月
六
日
、
巻
五
、
巻
六
の
二
冊
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
次
の
時
に
差
し
引
き
勘
定
す
る
こ
と
と
し
て
、
金
一
朱
を
支
払
い
、

巻
七
、
料
紙
四
四
枚
を
渡
し
、
十
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
差
し
引
き
勘
定
し
て
、
筆
料
銭
一
二
七
文
を
支
払
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
十
二
月
十
一
日
に
、
桂
窓
へ
、
恵
借
の
本
、
写
し
が
済
ん
だ
の
で
、
今
便
で
返
上
す
る
、
と
書
き
送
っ
て（（（（
（

、『
池
の
も
く
ず
』

七
冊
を
十
四
日
に
飛
脚
に
出
し
た
。

　『
西
洋
紀
聞
』。
天
保
三
年
十
二
月
八
日
の
桂
窓
宛
の
書
翰
別
紙（（（（
（

に
、
所
蔵
す
る
『
白
石
叢
書
』
な
ど
、
白
石
の
著
作
を
記
し
、
貸
進
し

て
も
い
い
、
と
書
き
送
っ
た
。
そ
の
な
か
に
、『
西
洋
紀
聞
』
大
秘
書
と
し
て
あ
げ
た
。
蔵
書
目
録
に
は
み
え
な
い
。

　
翌
々
年
、
天
保
五
年
七
月
二
十
二
日
、
馬
琴
は
、
秘
書
で
は
あ
る
が
、
小
葛
籠
に
入
れ
お
く
こ
と
も
な
い
、
と
取
り
出
し
て
書
斎
の
本

箱
に
移
し
た
。
雨
気
な
く
、
残
暑
、
終
日
、
巽
三
畳
の
書
籍
な
ど
連
日
曝
書
し
て
、
済
ん
だ
分
を
本
箱
へ
入
れ
、
元
の
所
へ
納
め
た
。
宗

伯
、
お
路
が
曝
書
す
る
の
を
馬
琴
も
手
伝
っ
て
終
え
、
翌
日
、
書
斎
の
書
籍
を
曝
書
し
た
。
曝
書
の
折
に
移
し
た
の
で
あ
っ
た
。
所
蔵
の

経
緯
は
詳
ら
か
で
な
い
。

　『
花
押
藪
』。
天
保
三
年
十
二
月
十
七
日
、
木
村
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
馬
琴
が
頼
ん
で
い
た
『
花
押
薮
』
一
三
冊
を
、
水
戸
家
中
か

ら
借
り
た
由
で
貸
し
て
く
れ
た
。
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
披
閲
し
て
終
え
、
二
十
四
日
、
巻
一
を
抄
録
、
二
十
五
日
、
終
日
巻
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五
ま
で
、
二
十
六
日
、
終
日
続
巻
一
ま
で
、
二
十
七
日
に
抄
録
を
終
え
た
。
抄
録
分
二
七
丁
と
な
っ
た
。
二
十
九
日
、
黙
老
方
へ
返
本
し

た
。

　
翌
年
、
天
保
四
年
四
月
九
日
、
馬
琴
は
、
河
内
屋
茂
兵
衛
に
、『
花
押
薮
』
前
編
後
編
揃
一
三
巻
を
、
古
本
で
下
直
で
あ
れ
ば
欲
し
い
、

ま
ず
、
直
段
を
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
船
積
み
し
て
送
っ
て
も
ら
い
た
い
、
急
い
で
い
る
、
と
他
の
一
〇
部
余
と
と
も
に
注
文
し
て
い

る
（
（（（
（

。
　
天
保
五
年
八
月
十
三
日
に
、
馬
琴
は
、
岡
田
屋
嘉
七
方
へ
『
花
押
薮
』
に
つ
い
て
手
紙
を
認
め
、
来
宅
し
た
和
泉
屋
市
兵
衛
方
の
小
者

に
預
け
て
お
り
、
漸
く
、
入
手
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
6
）

　『
春
柳
鶯
』。
天
保
四
年
二
月
八
日
、
篠
斎
か
ら
紙
包
み
が
届
い
た
。
案
内
の
あ
っ
た
『
春
柳
鶯
』
全
四
冊
一
帙
が
入
っ
て
い
た
。

　
馬
琴
は
、
天
保
四
年
三
月
八
日
、
篠
斎
へ
の
書
翰（（（（
（

で
、
御
年
玉
と
し
て
、
唐
本
『
春
柳
鶯
』
一
帙
を
投
恵
さ
れ
、
拙
著
の
幇
助
に
な
る
、

大
悦
、
と
謝
礼
を
書
き
、
二
月
八
日
に
受
け
取
り
、
寸
隙
な
く
毎
夕
一
冊
、
半
冊
と
見
て
い
る
、
趣
向
巧
で
あ
る
が
、
勧
懲
に
は
い
か
が

と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
、
さ
す
が
唐
山
に
は
作
者
に
富
め
る
、
と
感
じ
入
っ
て
い
る
、
手
透
き
に
な
れ
ば
、
御
礼
ま
で
に
略
評
し
た
い
、

と
伝
え
た
。

　
馬
琴
は
、
翌
年
、
天
保
五
年
大
暑
休
筆
し
て
、
六
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
七
月
朔
日
に
、
前
年
の
巻
二
読
み
残
し
、
巻
三
、
巻
四

を
披
閲
し
て
読
み
終
え
た
。

　『
瓊
浦
偶
筆
』。
天
保
四
年
二
月
二
十
四
日
、
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、『
瓊
浦
偶
筆
』
二
冊
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
夜
、
翌
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二
十
五
日
八
ツ
半
か
ら
夜
、
上
の
巻
九
五
丁
を
披
閲
し
、
三
月
五
日
、
下
の
巻
を
披
閲
し
た
。

　
三
月
八
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰
に
、
林
家
の
儒
生
が
、
安
永
中
、
長
崎
奉
行
の
家
来
と
し
て
出
役
中
に
、
舶
人
と
筆
談
し
た
こ
と
、
そ
の

ほ
か
書
い
た
も
の
で
お
も
し
ろ
い
、
珍
書
、
写
し
が
で
き
た
ら
お
目
に
か
け
た
い
、
と
書
き
送
っ
た（（（（
（

。
十
一
日
、
桂
窓
に
も
同
様
の
こ
と

を
書
き
送
っ
た（（（（
（

。
七
月
十
三
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（（
（

に
、
読
ま
れ
た
こ
と
の
あ
る
『
得
泰
船
筆
話
』
の
野
田
笛
浦
、
才
子
だ
が
儒
者
ご
こ
ろ

で
、
答
に
い
か
が
と
思
う
こ
と
も
あ
り
、『
瓊
浦
偶
筆
』
の
方
が
で
き
が
良
い
と
思
う
、
と
記
し
て
い
る
。

　
五
月
十
七
日
、
馬
琴
は
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
、
上
の
巻
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
五
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
南
鐐
一

片
（
銭
一
五
六
文
過
分
）
を
支
払
い
、
下
の
巻
と
料
紙
を
渡
し
た
。
二
十
九
日
、
宗
仙
が
そ
の
写
し
八
〇
丁
ば
か
り
を
持
参
し
た
。
馬
琴
他

行
中
で
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
宗
仙
が
、
三
か
日
で
写
し
て
い
て
、
麁
末
で
あ
る
、
と
み
た
。
六
月
二
日
、
来
宅
し
た
宗
仙
に
、
筆
料
銭
三

八
六
文
（
前
の
過
分
銭
一
五
二
文
差
し
引
い
て
。
前
記
一
五
六
文
と
あ
る
）
を
支
払
っ
た
。

　
六
月
朔
日
、
馬
琴
は
、
黙
老
方
へ
届
け
て
返
本
す
る
よ
う
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
た
。
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
上
下
を

校
訂
し
た
。
七
月
二
十
九
日
、
晦
日
、『
采
覧
異
言
』
を
も
っ
て
、
蛮
国
の
名
、
蛮
名
を
書
き
入
れ
た
。

　
十
一
月
六
日
の
篠
斎
宛
の
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
々
日
に
、
写
本
四
五
冊
に
含
め
て
、
仕
立
職
人
方
へ
製
本
に
出
し
た
、
と
み
え
る
。

十
二
月
十
一
日
、
製
本
で
き
た
の
で
、
折
を
つ
け
た
の
み
で
あ
る
け
れ
ど
も
貸
進
す
る
、
と
篠
斎
に
書
翰（（（（
（

を
書
き
、
十
二
日
、
送
本
す
る

手
続
き
を
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
四
月
二
十
九
日
に
篠
斎
か
ら
の
返
本
を
受
け
取
り（（（（
（

、
七
月
二
十
二
日
、
表
具
師
万
吉
に
、
表
紙
を
渡
し
て
掛
け
直
す

よ
う
申
し
付
け
、
二
十
五
日
、
ほ
か
の
写
本
製
本
な
ど
と
一
緒
に
受
け
取
っ
た
。

　『
伊
勢
軍
記
』。
天
保
四
年
三
月
九
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、
二
月
二
十
二
日
に
、
桂
窓
に
借
用
を
申
し
入
れ
て
い
た

『
伊
勢
軍
記
』
一
冊
、『
伊
勢
軍
記
』
真
名
本
二
冊
を
受
け
取
っ
た
。
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馬
琴
は
、
四
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
、
そ
の
三
冊
を
披
閲
し
た
。
五
月
朔
日
、『
伊
勢
軍
記
』
漢
文
の
方
は
珍
書
、
写
し
た
い
と
思

う
、
筆
工
さ
え
都
合
よ
け
れ
ば
写
し
た
い
け
れ
ど
も
、
な
か
〳
〵
急
に
写
し
が
出
来
な
い
、
強
い
て
写
す
に
も
及
ば
な
い
、
熟
覧
し
て
返

上
す
る
、
と
桂
窓
に
書
き
送
っ
た（（（（
（

。

　
六
月
九
日
、
馬
琴
は
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
、
真
名
本
二
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
二
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
二

朱
と
銭
四
四
文
を
支
払
っ
た
。
七
月
十
四
日
、
桂
窓
へ
、
真
名
本
『
伊
勢
軍
記
』
を
写
し
取
っ
た
、
誤
字
多
い
が
、
俗
文
だ
か
ら
大
抵
推

察
読
み
で
き
る
、
そ
の
ま
ゝ
写
さ
せ
、
暇
な
く
校
訂
し
な
か
っ
た
。
真
名
本
『
伊
勢
軍
記
』
二
冊
、『
伊
勢
軍
記
』
一
冊
な
ど
、
今
便
で

返
上
す
る
、
と
書
翰（（（（
（

で
伝
え
、
十
七
日
、
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
て
、
嶋
屋
へ
届
け
さ
せ
た
。
十
九
日
、
並
便
飛
脚
賃
銭
六
九
三
文
、
清

右
衛
門
が
嶋
屋
通
帳
を
持
参
し
て
馬
琴
に
渡
し
た
。
馬
琴
の
計
算
よ
り
銭
二
一
文
安
か
っ
た
。

　『
太
平
楽
の
巻
』。
天
保
四
年
四
月
十
八
日
、
会
津
の
安
積
屋
喜
久
治
が
来
宅
し
、
同
人
蔵
板
の
『
太
平
楽
の
巻
』
が
出
来
た
の
で
、
校

閲
を
願
い
出
て
、
馬
琴
に
一
冊
贈
っ
た
。
五
月
二
十
六
日
、
黙
老
方
の
使
に
渡
し
て
貸
進
し
、
十
三
日
、
返
本
を
受
け
取
っ
た
。

　『
八
洞
天
』。
天
保
四
年
五
月
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、『
八
洞
天
』
と
い
う
俗
語
唐
本
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
由
、
写
本
多
く
は
な
い

由
、
書
名
も
覚
え
の
な
い
珍
書
、
恵
借
願
い
た
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
七
月
七
日
、
飛
脚
問
屋
泉
屋
甚
兵
衛
方
の
状
配
り
が
、
桂
窓
か
ら
の
『
八
洞
天
』
な
ど
を
届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
早
速
披
閲
し
、
九

日
ま
で
に
四
冊
残
ら
ず
披
閲
し
て
卒
業
し
た
。

　
七
月
十
四
日
、
馬
琴
は
、
七
夕
に
送
本
を
受
け
取
っ
た
、
至
極
お
も
し
ろ
い
、
誤
字
を
校
訂
し
、
雌
黄
を
施
し
た
、
作
者
は
明
末
清
初

の
人
か
、
巧
み
で
勧
懲
も
正
し
い
、
一
廉
益
に
な
る
も
の
、
一
本
写
し
留
め
、
入
用
の
節
に
用
立
て
た
い
、
と
桂
窓
に
書
き
送
っ
た（（（（
（

。

　
馬
琴
は
、
九
月
二
十
七
日
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
、
巻
一
、
巻
二
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
十
月
六
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取

り
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
八
四
文
を
支
払
い
、
巻
三
、
巻
四
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
た
。
十
八
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆



178

高牧　實

料
金
一
朱
（
銭
二
〇
文
過
分
）
を
支
払
い
、
巻
七
、
巻
八
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
四
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆

料
金
一
朱
と
銭
五
二
文
（
過
分
銭
二
〇
文
を
差
し
引
い
て
）
を
支
払
っ
た
。
十
五
日
、
筆
工
三
田
村
三
碩
に
、
巻
五
、
巻
六
合
本
一
冊
と
料

紙
を
渡
し
、
二
十
三
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
七
六
文
を
支
払
っ
た
。

　
十
一
月
六
日
、
馬
琴
は
、『
八
洞
天
』
合
本
四
冊
な
ど
を
、
今
日
飛
脚
へ
出
し
返
本
す
る
、
永
々
の
留
置
き
を
し
て
謝
礼
す
る
、
と
桂

窓
に
書
翰（（（（
（

を
送
っ
た
。

　
天
保
五
年
九
月
九
日
、
帙
を
拵
え
さ
せ
る
た
め
、
表
具
師
万
吉
に
渡
し
た
。

　『
南
海
寄
帰
伝
』。（『
南
海
寄
帰
伝
科
』『
南
海
寄
帰
内
法
伝
科
』）。
馬
琴
は
、
天
保
四
年
五
月
二
十
九
日
、
日
本
橋
通
丁
で
の
買
物
、
芝
神

明
前
泉
屋
市
兵
衛
方
へ
遅
れ
の
年
始
、
用
件
を
済
し
て
、
そ
の
向
い
の
岡
田
屋
嘉
七
方
か
ら
、『
南
海
寄
帰
伝
』、
白
石
の
『
鬼
神
論
』
を
、

代
金
を
支
払
わ
な
い
で
、
携
え
て
帰
宅
し
た
。

　
六
月
朔
日
、
上
冊
少
々
披
閲
、
五
日
、
下
冊
披
閲
し
て
、
卒
業
し
た
。
七
月
八
日
、
清
右
衛
門
墓
参
を
幸
便
と
し
て
、
代
銀
九
匁
を
支

払
う
よ
う
申
し
付
け
た
。
十
一
日
、
岡
田
屋
か
ら
代
金
支
払
い
の
求
め
が
あ
っ
た
。
馬
琴
は
、
十
日
か
十
一
日
、
清
右
衛
門
が
墓
参
の
折

に
、
代
金
を
届
け
る
旨
、
手
代
に
伝
え
た
。

　
な
お
、
前
記
の
よ
う
に
、
天
保
四
年
七
月
十
四
日
、
桂
窓
へ
書
翰（（（（
（

で
、『
鬼
神
論
』
を
買
い
入
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　『
湘
山
星
移
集
』。
馬
琴
は
、
天
保
四
年
七
月
十
四
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、『
湘
山
星
移
集
』
を
所
蔵
の
由
、
未
見
で
あ
れ
ば
貸
し
出
す

と
の
こ
と
、
未
見
な
の
で
允
借
願
い
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。

　
九
月
十
六
日
、
桂
窓
か
ら
『
湘
山
移
星
集
』『
三
人
懺
悔
物
語
』
の
二
冊
が
届
い
た
。
馬
琴
は
、
十
月
十
二
日
、
筆
工
三
田
村
三
碩
に

『
湘
山
星
移
集
』
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
十
五
日
、
そ
の
写
し
一
一
丁
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
六
文
（
先
の
過
分
六
二
文
を
差
し

引
い
て
）
を
支
払
っ
た
。
三
碩
が
、
点
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
馬
琴
が
残
ら
ず
付
け
た
。
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十
一
月
六
日
、
馬
琴
は
、『
移
星
集
』
は
、
さ
し
た
る
事
も
な
い
も
の
な
が
ら
、
古
書
で
あ
る
か
ら
写
さ
せ
た
、
と
伝
え
、『
湘
山
移
星

集
』
な
ど
四
部
を
、
篠
斎
へ
の
返
し
も
の
と
一
緒
に
、
今
便
で
篠
斎
方
へ
送
本
す
る
の
で
、
篠
斎
か
ら
受
け
取
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
桂

窓
に
書
き
送
っ
た（（（（
（

。

　『
蘭
人
排
気
考
図
説
』。
天
保
四
年
八
月
二
十
日
、
木
村
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、『
蘭
人
排
気
考
図
説
』
釈
文
一
冊
を
貸
さ
れ
た
。

馬
琴
は
、
九
月
七
日
、
来
宅
し
た
筆
工
山
科
宗
仙
へ
、
料
紙
を
添
え
て
同
書
を
渡
し
、
十
五
日
、
写
し
と
原
本
（『
排
気
考
図
解
』）
を
受

け
取
り
、
他
の
筆
料
と
も
に
差
引
勘
定
し
て
、
銭
一
一
一
文
を
支
払
っ
た
。

　
九
月
十
九
日
、
馬
琴
は
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
黙
老
病
気
見
舞
に
行
か
せ
、
同
書
な
ど
を
返
本
し
た
。

　『
一
話
一
言
』。
天
保
四
年
八
月
二
十
九
日
、
木
村
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、『
一
話
一
言
』
の
抄
録
を
見
せ
ら
れ
た
。
九
月
二
十
日
、

黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
過
日
頼
ん
だ
『
一
話
一
言
』
三
冊
を
、
貸
本
屋
か
ら
借
り
出
し
て
届
け
ら
れ
た
。
見
料
金
三
朱
、
黙
老
と
半
々

出
す
こ
と
と
し
た
。

　
馬
琴
は
、
二
十
二
日
、
筆
工
山
科
宗
仙
に
筆
工
人
を
世
話
す
る
よ
う
頼
ん
だ
。
翌
二
十
三
日
、
宗
仙
紹
介
の
三
田
村
三
碩
が
来
宅
し
た
。

三
碩
は
、
同
藩
（
宇
都
宮
戸
田
家
中
）
の
医
師
で
上
屋
敷
に
居
住
し
て
い
た
。
馬
琴
は
、
一
、
二
、
合
本
一
冊
と
料
紙
七
〇
枚
（
二
枚
過
分
）

を
渡
し
、
筆
料
、
書
き
様
に
つ
い
て
示
談
し
た
。
二
十
六
日
、
写
し
と
原
本
を
三
碩
か
ら
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
一
二
文
を
支
払
い
、
合

本
二
冊
、
料
紙
七
〇
枚
を
渡
し
、
二
十
九
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
一
八
文
を
支
払
っ
た
。
写
し
が
麁
悪
で

読
み
か
ね
る
の
で
、
入
念
に
写
す
よ
う
示
談
し
た
。

　
十
月
五
日
、
三
碩
か
ら
の
使
に
、
四
、
五
の
二
冊
、
料
紙
八
六
枚
を
渡
し
、
七
日
、
料
紙
不
足
九
枚
を
告
げ
に
来
宅
し
た
三
碩
に
、
大

半
紙
九
枚
を
渡
し
、
八
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
九
六
丁
銭
三
四
八
文
を
金
一
朱
（
銭
六
二
文
過
分
）
と
し
て
支
払
い
、

六
、
七
、
八
の
三
冊
、
料
紙
一
〇
九
枚
を
渡
し
、
十
二
日
に
そ
の
写
し
と
原
本
三
冊
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
三
九
〇
文
（
前
過
分
六
二
文
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差
引
い
て
）
を
支
払
っ
た
。

　
八
日
、
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、
浅
草
の
雁
金
屋
か
ら
全
本
を
取
り
寄
せ
て
、
貸
本
と
条
目
を
引
き
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
全
本
二
二

八
〇
余
則
、
貸
本
六
〇
〇
則
に
足
ら
な
い
抄
録
で
あ
る
、
と
伝
え
て
き
た
。

　
十
五
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
た
。
浅
草
御
蔵
前
田
中
屋
長
蔵
方
へ
行
き
、『
一
話
一
言
』
に
つ
い
て
聞
き
合
わ
せ
る
と
、
二
本
あ

っ
て
、
と
も
に
外
へ
出
し
て
い
る
、
内
一
本
が
写
し
悪
く
貸
本
屋
へ
売
る
つ
も
り
、
も
う
一
本
は
他
の
人
の
手
に
渡
っ
た
、
い
ず
れ
も
全

書
で
は
な
い
由
、
と
話
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
残
っ
て
い
る
一
本
を
、
幸
便
の
折
に
見
せ
る
よ
う
、
申
し
通
し
て
も
ら
い
た
い
と
頼
ん

だ
。

　
十
九
日
、
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
雁
金
屋
の
本
、
金
五
両
、
値
引
き
し
な
い
と
い
う
の
で
返
本
し
た
、
と
伝
え
て
き
た
。
貸
本
屋
か

ら
あ
と
の
分
が
来
な
い
由
も
伝
え
て
き
た
。

　
十
一
月
六
日
、
篠
斎
へ
『
一
話
一
言
』
に
つ
い
て
詳
し
く
書
き
送
っ
た（（（（
（

。
南
畝
子
跡
家
督
を
孫
が
つ
ぎ
、
近
来
窮
す
か
追
々
売
物
に
出

し
、『
一
話
一
言
』
五
〇
巻
、
聖
堂
学
問
所
へ
納
め
た
も
の
の
副
本
、
浅
草
の
雁
金
屋
か
ら
売
り
物
に
出
る
、
価
金
五
両
、
黙
老
懸
け
合

う
も
引
か
ず
、
是
非
な
く
返
本
、
三
、
四
部
の
本
出
来
、
い
ず
れ
も
抄
録
、
貸
し
本
屋
の
手
に
わ
た
り
、
見
料
で
貸
す
、
黙
老
と
申
し
合

わ
せ
貸
し
本
を
借
り
た
、
副
本
全
書
が
一
二
八
一
則
、
貸
し
本
が
五
六
〇
余
則
、
他
に
七
四
一
則
の
写
本
も
出
た
、
巻
十
八
ま
で
合
本
六

冊
を
写
し
、
あ
と
貸
本
屋
が
持
参
し
な
い
、
珍
書
も
書
賈
に
渡
れ
ば
煮
た
り
焼
た
り
し
て
、
全
書
の
真
面
目
を
失
な
う
、
抄
録
の
み
伝
わ

り
全
書
は
亡
び
る
か
、
と
書
翰
に
認
め
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
一
月
六
日
、
馬
琴
は
、
黙
老
が
、
紀
藩
に
あ
る
全
本
を
、
紹
介
を
以
っ
て
借
り
出
し
た
い
、
と
申
し
て
い
た
が
、
そ

の
後
如
何
な
っ
た
か
、
承
っ
て
い
な
い
、
と
篠
斎
宛
の
書
翰（（（（
（

に
認
め
た
。

　
天
保
七
年
十
月
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰
の
覚（（（（
（

に
、
巻
十
八
ま
で
合
本
六
冊
と
み
え
る
の
で
、
そ
の
後
、
写
し
を
作
っ
て
い
な
い
こ
と
が
知
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ら
れ
る
。

　『
三
人
法
師
物
語
』。（『
三
人
懺
悔
物
語
』）。
天
保
四
年
九
月
十
六
日
、
桂
窓
か
ら
『
三
人
懺
悔
物
語
』
写
本
一
冊
が
届
い
た
。
十
月
十

二
日
に
は
、
山
本
宗
慎
殿
が
、
過
日
馬
琴
か
ら
話
を
聞
い
て
い
た
『
三
人
法
師
物
語
』
二
冊
を
持
参
し
た
。
十
一
月
六
日
、
馬
琴
は
、
桂

窓
に
恩
借
の
も
の
返
上
す
る
、
老
拙
所
持
の
板
本
『
三
人
法
師
物
語
』
二
冊
と
同
じ
も
の
、
南
畝
所
蔵
本
が
近
来
売
物
に
出
た
の
で
買
っ

た
も
の
、
校
合
さ
れ
る
た
め
に
貸
進
す
る
、
今
便
で
送
る
、
と
伝
え
た（（（（
（

。
遡
っ
て
、
天
保
三
年
閏
十
一
月
二
日
、
馬
琴
は
、『
三
人
法
師

物
語
』
合
本
二
冊
を
披
閲
し
、
十
二
月
四
日
、
来
訪
し
た
山
本
宗
慎
殿
へ
『
高
野
山
三
人
ほ
う
じ
』
を
返
本
し
て
い
る
。

　
馬
琴
は
、
翌
年
、
天
保
五
年
十
月
二
十
一
日
、
宗
慎
殿
恩
借
の
『
三
人
法
師
』
二
冊
と
料
紙
を
、
筆
工
大
嶋
右
源
二
に
渡
し
、
二
十
八

日
、
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
〇
七
文
を
支
払
っ
た
。
清
右
衛
門
に
、
宗
慎
殿
へ
返
本
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。

　
十
月
三
十
日
に
、
表
具
師
万
吉
に
申
し
付
け
た
内
に
、
そ
の
写
し
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
十
一
月
七
日
、
万
吉
が
製
本
し
て
持
参

し
た
。
馬
琴
は
、
仕
立
賃
を
前
払
い
で
支
払
っ
て
い
た
。

　『
行
在
或
問
』。
天
保
四
年
十
一
月
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
篠
斎
か
ら
『
行
在
或
問
』
は
よ
い
本
、
見
て
は
如
何
、
と
知
ら
せ

を
受
け
て
、
馬
琴
は
、
来
月
浅
草
辺
り
へ
の
幸
便
が
あ
る
の
で
、
和
泉
屋
庄
次
郎
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
一
覧
の
上
、
連
絡
す
る
、
と
篠
斎

に
伝
え
て
い
る
。
十
二
月
十
七
日
、
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
て
、
浅
草
寺
町
の
和
泉
屋
庄
次
郎
方
か
ら
『
行
在
或
問
』
を
買
い
取
ら
せ
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
一
月
十
二
日
の
篠
斎
宛
書
翰
断
簡（（（（
（

に
、
馬
琴
は
、
旧
冬
示
教
あ
っ
た
『
行
在
或
問
』
を
買
い
入
れ
た
、
有
用
の
書
珍

重
し
て
い
る
、
愚
案
と
暗
合
の
こ
と
も
あ
り
、
意
表
を
つ
く
も
の
も
あ
り
、
近
来
稀
な
本
と
感
心
し
て
い
る
、
と
書
き
送
っ
た
こ
と
が
み

え
る
。

　
そ
の
翌
年
、
天
保
六
年
三
月
二
十
八
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
近
来
印
行
書
で
よ
い
も
の
と
思
う
本
で
あ
る
、
作
者
（
牧
園
瀦
）
は
、
柳

河
侯
の
儒
臣
、
江
戸
在
勤
、
中
風
の
症
で
柳
川
へ
帰
っ
た
由
、
面
談
し
た
い
け
れ
ど
も
縁
な
し
、
と
嘆
息
の
思
い
も
書
き
送
っ
た
。



182

高牧　實

　『
南
向
茶
話
』。
天
保
四
年
十
一
月
九
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
、
塾
生
石
津
訒
庵
に
申
し
付
け
て
、
浅
草
御
蔵
前
田
中
屋
か
ら
、
馬
琴
注
文

の
『
南
向
茶
話
』『
瀬
田
問
答
』
な
ど
を
届
け
て
き
た
。

　
十
二
月
三
日
、
宗
慎
殿
方
へ
寒
中
見
舞
に
行
く
宗
伯
を
も
っ
て
、
馬
琴
は
、
金
一
分
を
宗
慎
殿
に
預
け
た
。
四
日
夜
校
閲
し
、
誤
脱
を

校
訂
し
、
雌
黄
を
施
し
終
え
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
八
月
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
江
戸
を
知
る
よ
い
本
と
し
て
紹
介
し
た
書
名
の
な
か
に
、
寛
延
の
写
本
と
し
て
み

え
る
。

　『
閑
田
次
筆
』『
閑
田
耕
筆
』。
天
保
四
年
十
一
月
九
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
、
塾
生
石
津
訒
庵
を
も
っ
て
、
浅
草
御
蔵
前
の
田
中
屋
か
ら

の
『
閑
田
次
筆
』
四
巻
な
ど
を
届
け
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
高
直
な
『
閑
田
次
筆
』
を
返
本
し
た
。
十
二
日
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
石
津

訒
庵
へ
手
簡
を
届
け
さ
せ
、
十
三
日
、
宗
慎
殿
か
ら
、
訒
庵
を
使
札
と
し
て
、『
閑
田
次
筆
』『
閑
田
耕
筆
』
各
四
冊
が
届
け
ら
れ
た
。

『
閑
田
耕
筆
』
新
本
、
代
銀
一
〇
匁
、
高
料
で
あ
っ
た
。
十
九
日
と
二
十
日
の
両
夜
、『
閑
田
次
筆
』
を
披
閲
し
て
卒
業
し
た
。

　
馬
琴
は
、
十
二
月
三
日
、
寒
中
見
舞
廻
勤
す
る
宗
伯
に
、『
閑
田
次
筆
』
な
ど
の
代
金
と
し
て
、
山
本
宗
慎
殿
へ
金
一
分
を
渡
し
た
。

過
分
を
後
日
勘
定
し
て
返
金
す
る
由
で
あ
っ
た
。
五
日
、
七
日
、
八
日
、
馬
琴
は
全
巻
を
再
読
し
た
。

　
十
一
月
晦
日
に
、
馬
琴
は
、
寒
中
見
舞
に
来
宅
し
た
山
本
宗
慎
殿
か
ら
の
使
札
に
、『
閑
田
耕
筆
』
全
四
冊
を
渡
し
て
返
本
し
た
。
二

十
六
日
に
抄
録
を
終
え
て
い
た
。

　
な
お
、
遡
っ
て
、
文
政
元
年
二
月
三
十
日
、
鈴
木
牧
之
へ
、『
閑
田
次
筆
』
な
ど
を
あ
げ
て
、
雪
舟
の
図
、
そ
の
ほ
か
雪
中
の
話
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
出
て
い
る
分
の
説
を
出
し
て
図
を
省
く
か
、
図
を
出
し
て
説
を
略
す
か
、
ど
ち
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と

「
雪
話
」
の
答
と
し
て
認
め
た
書
翰（（（（
（

を
送
っ
て
い
る
。『
閑
田
次
筆
』
を
以
前
に
読
ん
で
い
た
。
借
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
馬
琴
は
、
そ
の
後
、
天
保
五
年
八
月
十
三
日
、
岡
田
屋
嘉
七
方
へ
『
閑
田
耕
筆
』
に
つ
い
て
頼
み
、
十
一
月
十
六
日
、
丁
子
屋
へ
『
閑
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田
耕
筆
』
の
古
本
を
頼
ん
だ
。『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
別
巻
索
引
「
書
物
書
画
類
」
に
、
岡
田
屋
か
ら
求
め
た
、
と
あ
る
。

　『
告
志
編
』。
天
保
四
年
十
一
月
十
七
日
夜
、
馬
琴
は
、
招
か
れ
て
関
忠
蔵
方
を
訪
ね
た
。
相
客
は
上
野
宮
様
家
来
鈴
木
一
郎
の
み
で
あ

っ
た
。
酒
食
の
饗
応
を
受
け
、
手
み
や
げ
を
贈
ら
れ
、
八
ツ
半
頃
に
帰
宅
し
た
。
そ
の
折
、
水
戸
様
著
編
の
『
告
志
編
』
の
写
し
一
冊
を

貸
さ
れ
た
。
十
八
日
、
そ
の
写
本
を
披
閲
し
た
。

　
十
二
月
十
二
日
の
篠
斎
・
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

に
、
両
君
へ
内
々
雑
談
と
し
て
、『
告
志
編
』
の
借
謄
に
つ
い
て
記
し
た
。
一
友
人
か
ら
借

り
た
こ
と
を
黙
老
へ
伝
え
た
と
こ
ろ
、
黙
老
は
、
水
戸
藩
中
の
懇
友
か
ら
借
り
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
が
、
御
年
若
、
後
年
御

言
行
見
定
め
ず
、
間
違
い
で
き
て
は
恥
し
い
、
手
前
よ
り
他
へ
は
出
さ
な
い
、
他
か
ら
借
り
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
格
別
、
と
返
事
し
て
き

た
の
で
、
見
よ
う
と
は
思
わ
な
い
、
と
い
う
、
美
事
を
披
露
す
べ
し
、
悪
事
を
い
う
べ
か
ら
ず
、
水
戸
と
高
松
は
御
同
家
、
他
の
こ
と
で

は
な
い
、
黙
老
の
言
、
納
得
で
き
な
い
、
御
家
中
に
、
陽
に
承
け
、
陰
に
承
け
な
い
人
も
あ
る
の
か
、
い
と
も
憚
り
あ
る
こ
と
、
何
も
黙

老
に
は
申
さ
な
い
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
そ
の
前
日
、
十
一
日
、
馬
琴
は
、『
告
志
編
』
写
本
一
冊
、
友
人
よ
り
借
謄
し
た
も
の
、
篠
斎
翁
が
歓
ば
れ
そ
う
な
も
の
、
と
し
て
桂

窓
あ
て
に
今
便
で
出
す
、
と
知
ら
せ
る
書
翰（（（（
（

を
書
い
て
い
た
。

　
馬
琴
は
、
十
一
月
二
十
二
日
、
筆
工
三
田
村
三
碩
に
、『
告
志
編
』
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
二
十
九
日
、
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、

他
の
二
冊
の
写
し
と
と
も
に
、
筆
料
金
一
朱
、
銭
七
五
文
を
支
払
っ
た
。
三
碩
は
、
同
藩
の
士
が
筆
工
と
し
て
写
し
た
い
、
と
か
ね
て
願

っ
て
い
た
の
で
、
写
さ
せ
た
と
告
げ
た
。

　
十
二
月
朔
日
、
宗
伯
が
関
忠
蔵
方
へ
寒
中
見
舞
に
訪
ね
、
馬
琴
の
口
状
書
を
添
え
て
『
告
志
編
』
を
返
却
し
た
。
馬
琴
は
、
二
日
、
宗

伯
に
申
し
付
け
、
表
紙
を
か
け
て
製
本
さ
せ
、
夕
方
、
再
閲
し
て
誤
字
を
改
め
、
雌
黄
を
施
し
、
十
二
日
に
、
桂
窓
へ
貸
進
す
る
手
続
を

し
た
。
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　『
本
朝
医
談
』。
天
保
四
年
十
一
月
二
十
二
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、『
本
朝
医
談
』
一
冊
を
見
せ
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
二
十
六
日

ま
で
読
み
続
け
、
二
十
八
日
、
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
て
、
宗
慎
殿
方
へ
返
本
し
た
。

　
十
二
月
十
二
日
、
馬
琴
は
、
篠
斎
・
桂
窓
に
書
翰（（（（
（

を
送
り
、
先
月
、
一
友
人
か
ら
『
本
朝
医
談
』
を
借
覧
し
、
有
用
の
書
と
み
た
、
医

事
が
唐
山
か
蘭
法
に
も
と
ず
く
も
の
だ
け
で
、
天
朝
の
医
療
の
み
書
い
た
の
は
珍
し
い
、
作
者
の
蔵
板
、
買
い
た
い
と
思
い
、
そ
の
友
人

に
頼
ん
だ
、
と
書
い
た
。
そ
の
友
人
と
い
う
の
は
、
山
本
宗
慎
で
あ
る
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
二
月
十
八
日
、
拙
方
で
買
い
入
れ
る
折
に
、
ほ
か
に
一
部
を
買
い
取
っ
て
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
、
承
知
し

た
、
昨
冬
、
作
者
と
懇
意
の
官
医
に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
製
本
し
た
も
の
が
な
い
、
ほ
か
か
ら
も
注
文
が
あ
る
の
で
、
出
来
次
第
に
届
け
る

と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
、
と
篠
斎
に
知
ら
せ
た（（（（
（

。

　
二
年
後
の
天
保
七
年
一
月
六
日
の
篠
斎
宛
別
翰（（（（
（

に
、
昨
冬
、
摺
り
本
出
来
て
、
歳
の
暮
、
十
二
月
二
十
日
過
ぎ
に
、
友
人
か
ら
届
け
ら

れ
た
、
初
編
、
二
編
の
二
冊
、
銀
五
匁
、
作
者
は
、
官
医
法
位
の
奈
須
玄
仲
老
、
本
所
石
原
に
屋
敷
が
あ
る
、
蔵
板
、
製
本
い
づ
み
屋
庄

次
郎
、
同
店
に
て
も
売
ら
せ
、
此
度
再
刷
の
由
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
買
い
入
れ
て
所
蔵
し
、
一
部
を
二
月
六
日
、
飛
脚
便
で
松
坂
本
宅
へ
送
本
し
た
。
和
歌
山
に
移
っ
て
い
る
篠
斎
へ
三
月
朔
日

に
松
坂
か
ら
転
送
さ
れ
た（（（（
（

。

　
三
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、
山
本
宗
洪
（
宗
慎
改
名
）
殿
に
紹
介
を
頼
ん
で
、
二
月
下
旬
に
来
宅
し
た
作
者

奈
須
玄
盅
殿
に
対
面
し
、
書
き
載
せ
ら
れ
た
渡
宋
の
僧
、
常
光
寺
定
心
の
奇
談
を
聞
き
、
そ
の
書
き
も
の
も
あ
っ
て
、
後
日
電
覧
に
入
れ

る
、
と
の
約
束
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
篠
斎
か
ら
さ
ら
に
頼
ま
れ
た
よ
う
で
、
翌
々
年
、
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
、
篠
斎
へ
書
翰（（（（
（

を
送
り
、
四
月
に
よ
う
や
く
入
手

し
た
、
今
日
、
松
坂
本
宅
へ
送
る
、
代
料
銀
五
匁
、
雑
費
銀
三
匁
四
、
五
分
か
ゝ
る
、
南
鐐
一
つ
を
は
ず
ん
で
も
ら
い
た
い
、
人
足
を
も
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っ
て
山
本
殿
方
へ
取
り
に
行
か
せ
た
、
山
本
殿
が
、
下
谷
二
丁
町
経
師
万
吉
方
へ
、
そ
の
使
を
行
か
せ
と
こ
ろ
、
万
吉
他
行
中
で
あ
っ
た
、

四
月
下
旬
に
至
っ
て
、
万
吉
が
来
宅
し
て
届
け
て
き
た
。
往
来
の
脚
賃
の
雑
費
が
か
ゝ
っ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。

　『
梅
桜
日
記
』。
天
保
四
年
十
二
月
朔
日
、
桂
窓
が
、
そ
の
年
の
春
、
大
和
、
紀
ノ
川
遊
歴
の
日
記
を
浄
書
し
て
、『
梅
桜
日
記
』（
全
一

冊
七
〇
丁
）
と
称
し
、
送
り
届
け
て
き
た
。

　
馬
琴
は
、
五
月
朔
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
吉
野
山
へ
登
り
、
月
が
瀬
の
梅
を
遊
覧
さ
れ
た
由
、
い
と
羨
ま
し
い
、
御
紀
行
も
出
来
の
由
、

浄
書
出
来
た
ら
拝
見
し
た
い
、
と
申
し
入
れ
て
い
た
。

　
馬
琴
は
、
早
速
繙
閲
し
、
十
二
月
二
日
、
使
を
も
っ
て
、
筆
工
三
田
村
三
碩
に
、
原
本
と
料
紙
を
届
け
、
三
碩
と
同
藩
（
宇
都
宮
藩
戸

田
家
中
）
の
筆
工
高
橋
（
大
嶋
カ
）
右
源
二
に
、
写
さ
せ
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
十
日
、
右
源
二
が
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
、
同
人
父
を
も
っ

て
届
け
て
き
た
。
馬
琴
は
、
筆
料
銭
二
五
三
文
を
支
払
っ
た
。

　
馬
琴
は
、
十
二
月
十
一
日
、
篠
斎
へ
、
桂
窓
子
の
『
梅
桜
日
記
』
出
来
て
、
早
速
恵
借
熟
読
し
た
、
文
も
達
意
、
歌
も
よ
い
の
が
多
く

あ
る
、
と
書
翰（（（（
（

に
認
め
て
出
し
た
。
同
日
、
桂
窓
宛
の
書
翰（（（（
（

で
、
文
章
達
意
、
歌
も
よ
く
、
径
々
の
遊
覧
の
思
い
珍
重
多
く
、
風
流
遠
歩

を
し
た
い
者
の
資
に
な
る
、
実
に
風
月
の
忠
臣
と
も
申
す
べ
く
、
御
才
幹
、
驚
き
入
る
、
と
称
賛
を
送
り
、
此
節
、
筆
工
手
透
き
に
な
っ

た
の
で
写
さ
せ
、
昨
日
（
十
日
）
出
来
た
の
で
、
原
本
を
返
上
す
る
、
製
本
出
来
次
第
、
黙
老
子
に
見
せ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
、
承
知
し

た
、
と
伝
え
た
。
十
二
日
、
馬
琴
は
飛
脚
屋
へ
返
送
に
出
し
た
。
宗
伯
が
、
十
九
日
に
写
し
を
製
本
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
二
月
八
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

で
、
黙
老
が
、
殊
の
ほ
か
感
心
し
、
風
流
の
み
な
ら
ず
、
有
益
の
こ
と
多
い
、
当
春
写
し

を
作
っ
た
由
と
、
伝
え
た
。
馬
琴
は
、
貴
著
『
大
和
河
内
巡
行
記
』
も
許
借
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
申
し
入
れ
た
。

　『
江
戸
繁
昌
記
』。
馬
琴
は
、
天
保
四
年
十
二
月
十
二
日
、
篠
斎
と
桂
窓
へ
書
翰（（（（
（

を
送
り
、『
江
戸
繁
昌
記
』
を
あ
る
人
か
ら
借
り
て
見

た
、
蔵
板
で
改
を
受
け
て
い
な
い
、
漢
文
で
は
あ
る
が
、
吉
原
の
編
な
ど
、
洒
落
本
を
彷
彿
と
さ
せ
る
、
多
く
売
れ
て
い
る
由
、
と
伝
え
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た
。

　
そ
の
少
し
前
、
十
一
月
二
十
二
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
て
、『
江
戸
繁
昌
記
』
一
冊
を
見
せ
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、
二
十
三
日
、
二

十
四
日
、
披
閲
し
て
終
え
た
。
歳
末
、
十
二
月
二
十
八
日
、
宗
慎
殿
方
へ
返
本
す
る
よ
う
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
十
月
二
十
一
日
、
丁
子
屋
平
兵
衛
に
、
貸
し
て
見
せ
る
よ
う
に
と
頼
み
、
二
十
三
日
、
初
編
か
ら
参
編
ま
で
受
け
取

り
、
十
一
月
三
日
ま
で
に
読
み
終
え
、
十
二
日
、
丁
子
屋
の
手
代
に
、
価
に
よ
り
買
い
取
る
旨
を
伝
え
た
。
そ
の
間
、
十
一
月
朔
日
、
篠

斎
へ
書
翰（（（（
（

を
書
き
、
二
編
、
三
編
を
読
ん
だ
、
二
編
の
湯
屋
の
段
は
、『
浮
世
風
呂
』
の
や
き
直
し
、
三
編
の
書
籍
の
述
懐
は
『
質
屋
庫
』

の
模
擬
、
と
評
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
六
年
十
二
月
四
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、
先
月
中
出
板
の
四
編
を
一
覧
し
た
、
来
春
ゆ
る
〳
〵
と
伝
え
る
、
と
書
き
、
天
保

七
年
二
月
六
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

に
、
か
り
た
く
の
編
は
、
春
画
本
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
、
銭
を
ほ
し
い
と
て
あ
ま
り
の
こ
と
、
文
章
は

い
よ
〳
〵
奇
妙
、
と
書
き
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
の
篠
斎
宛
書
翰（（（（
（

に
よ
れ
ば
、
馬
琴
は
、
読
書
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
丁
子
屋
か
ら
五
編
を
届
け
て

き
た
の
で
、
是
非
な
く
買
い
入
れ
た
、
半
冊
見
た
ま
ゝ
で
捨
て
置
い
て
い
る
、
と
い
う
。

　
な
お
、
馬
琴
は
、
天
保
十
三
年
九
月
二
十
三
日
の
篠
斎
宛
別
紙
（
代
筆（

（（（
（

）
で
、『
江
戸
繁
昌
記
』
一
件
八
月
三
日
落
着
、
丁
子
屋
平
兵

衛
所
払
い
、
扱
店
雁
金
屋
過
料
一
〇
貫
文
、
作
者
静
軒
武
家
奉
公
構
、
な
ど
と
書
き
送
っ
た
。
天
保
六
年
三
月
、
初
篇
と
二
篇
が
発
売
禁

止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
丁
子
屋
が
五
篇
ま
で
売
り
捌
い
て
い
て（（（（
（

、
馬
琴
は
、
買
い
入
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　『
三

一
覧
』（『
三

一
覧
』、『
江
都
歩
行
』『
東
都
紀
行
』）。
天
保
四
年
十
二
月
十
七
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、『
国
号
考
』（『
諸
国

名
義
考
』）
二
冊
、『
三

一
覧
』
二
冊
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
両
書
を
少
々
ず
つ
披
閲
し
、
十
八
日
、
筆
工
三
田
村
三
碩
に
、『
三

一

覧
』
上
の
巻
と
料
紙
七
九
枚
を
渡
し
た
。
二
十
八
日
、
三
碩
か
ら
老
母
を
使
と
し
て
、
写
し
延
引
、
来
春
早
々
に
で
き
る
、
と
伝
え
て
き
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た
。
二
十
六
日
、
下
の
巻
を
少
々
披
閲
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
一
月
十
一
日
、
三
碩
か
ら
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
を
渡
し
た
。
十
六
日
、
三
碩
に
下
の
巻
と
料
紙
を
渡
し
、

二
十
四
日
、
三
碩
か
ら
の
使
の
老
母
が
届
け
て
き
た
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
三
九
文
（
前
の
過
分
銭
四
一
文
を
差
し
引
い
て
）

を
支
払
っ
た
。
宗
慎
殿
が
来
訪
し
た
の
で
、『
三

一
覧
』
二
冊
を
返
本
し
た
。
七
月
二
十
九
日
、
三
碩
の
写
本
二
冊
を
終
日
校
訂
し
、

上
の
巻
を
校
し
終
え
、
下
の
巻
六
九
丁
の
う
ち
二
〇
丁
余
を
残
し
た
。
八
月
朔
日
、
下
の
巻
を
校
し
終
え
た
。

　
八
月
十
六
日
の
桂
窓
宛
書
翰（（（（
（

に
、『
三

一
覧
』
は
、
松
平
冠
山
老
侯
の
著
述
、
江
戸
の
地
名
を
見
る
に
は
極
め
て
便
利
、
稿
本
の

ま
ゝ
、
脱
稿
し
て
い
な
い
の
で
外
へ
出
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
、
借
り
出
し
て
急
に
写
さ
せ
、
校
訂
し
て
お
い
た
珍
書
、
と
記
し
、
江
戸
を
見

る
に
は
よ
い
諸
書
を
あ
げ
て
、
地
理
の
こ
と
好
ま
れ
る
故
、
そ
の
筋
の
も
の
を
取
り
出
し
た
、
と
書
き
送
っ
た
。

　『
諸
国
名
義
考
』。
天
保
四
年
十
二
月
十
七
日
、
山
本
宗
慎
殿
が
来
宅
し
、『
諸
国
名
義
考
』
を
貸
さ
れ
た
。
馬
琴
は
、
そ
の
夜
に
少
々

披
閲
し
、
翌
十
八
日
に
上
の
巻
、
翌
年
、
天
保
五
年
一
月
二
十
五
日
に
下
の
巻
を
披
閲
し
て
卒
業
し
た
。

　
一
月
二
十
六
日
、
宗
洪
殿
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
宗
慎
を
宗
洪
と
改
名
し
た
由
を
伝
え
ら
れ
た
。
馬
琴
は
、『
諸
国
名
義
考
』
二
冊
を
そ

の
使
に
渡
し
て
返
本
し
た
。

　『
汝
南
圃
史
』。
天
保
四
年
十
二
月
二
十
日
、
木
村
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、『
汝
南
圃
史
』
巻
一
、
巻
二
の
合
本
一
冊
を
貸
さ
れ
た
。

馬
琴
は
、
二
十
三
日
、
披
閲
し
終
え
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
一
月
十
一
日
、
筆
工
大
嶋
右
源
二
と
一
緒
に
来
宅
し
た
筆
工
三
田
村
三
碩
に
、『
圃
史
』
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
十

六
日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
（
銭
四
一
文
過
分
）
を
支
払
っ
た
。
十
八
日
、
清
右
衛
門
に
申
し
付
け
て
、
黙
老

方
へ
届
け
さ
せ
て
返
本
し
た
。
十
九
日
、
清
右
衛
門
が
、
黙
老
か
ら
の
返
翰
と
『
圃
史
』
巻
三
、
巻
四
の
合
本
一
冊
、
巻
五
、
巻
六
の
合

本
一
冊
、
計
二
冊
を
持
参
し
た
。
馬
琴
は
、
二
十
一
日
、
巻
三
、
巻
四
の
合
本
一
冊
の
半
分
弱
を
披
閲
し
、
二
十
二
日
夜
、
二
十
三
日
、
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そ
れ
を
読
み
終
え
た
。
二
十
四
日
来
宅
し
た
三
碩
か
ら
の
使
（
老
母
）
に
、
巻
三
、
巻
四
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
二
月
朔
日
、
三

碩
か
ら
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
（
銭
四
八
文
過
分
）
を
支
払
い
、
巻
五
、
巻
六
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
九

日
、
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
二
六
四
文
（
四
八
文
を
差
し
引
い
て
）
を
支
払
っ
た
。

　
十
日
、
黙
老
か
ら
の
使
札
に
、
借
用
の
二
冊
を
渡
し
て
返
本
し
た
。
十
三
日
、
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
巻
七
か
ら
巻
十
二
（
日
記
に

七
よ
り
十
一
ま
で
と
す
る
、
十
二
ま
で
カ
）
ま
で
の
三
冊
の
貸
出
し
を
受
け
た
。
馬
琴
は
、
十
四
日
、
来
宅
し
た
右
源
二
に
、
巻
七
、
巻
八
、

巻
九
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
預
け
て
、
三
碩
に
届
け
る
よ
う
頼
ん
だ
。
二
十
九
日
、
三
碩
か
ら
そ
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
七

一
枚
分
金
一
朱
を
支
払
い
、
巻
十
、
巻
十
一
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
た
。

　
三
月
三
日
、
清
右
衛
門
に
、
巻
七
、
巻
八
、
巻
九
の
合
本
一
冊
を
、
黙
老
方
へ
返
本
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。
八
日
、
三
碩
か
ら
巻
十
、

巻
十
一
の
合
本
一
冊
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
（
銭
八
〇
文
過
分
）
を
支
払
い
、
巻
十
二
と
料
紙
を
渡
し
た
。
十
九
日
、

黙
老
か
ら
の
使
札
に
、
巻
十
、
巻
十
一
の
合
本
一
冊
を
渡
し
て
返
本
し
た
。
二
十
二
日
、
巻
十
二
の
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭

一
三
九
文
（
八
〇
文
差
し
引
い
て
）
を
支
払
っ
た
。
写
し
が
全
部
で
き
た
。
二
十
三
日
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
黙
老
方
へ
返
本
し
た
。

　
そ
の
間
、
馬
琴
は
、
二
月
十
五
日
、
二
十
一
日
、
巻
十
一
、
巻
十
二
を
、
二
十
九
日
、
晦
日
、
三
月
朔
日
、
巻
七
、
巻
八
、
巻
九
を
披

閲
し
て
卒
業
し
て
い
た
。

　『
飼
籠
鳥
』。
天
保
四
年
十
二
月
二
十
日
、
木
村
黙
老
が
、
使
札
を
も
っ
て
、『
飼
籠
鳥
』
巻
一
、
巻
二
の
合
本
一
冊
を
貸
さ
れ
た
。
馬

琴
は
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
披
閲
し
、
二
十
七
日
に
、
筆
工
高
橋
（
大
嶋
カ
）
右
源
二
に
、
料
紙
を
添
え
て
渡
し
た
。

　
翌
年
、
天
保
五
年
一
月
十
一
日
、
馬
琴
は
、
右
源
二
か
ら
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
十
八
日
、
清
右
衛
門
方
へ
、
人
足
を
も
っ
て
届

け
、
清
右
衛
門
に
黙
老
方
へ
返
本
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。
十
九
日
、
清
右
衛
門
が
三
冊
を
預
か
っ
て
持
参
し
た
。
馬
琴
は
、
二
十
日
、

右
源
二
に
巻
三
、
巻
四
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
渡
し
、
巻
五
、
巻
六
の
合
本
、
巻
七
、
巻
八
の
合
本
を
、
二
十
一
日
ま
で
に
披
閲
し
、
誤



滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢

189

写
を
見
出
し
て
印
を
つ
け
た
。
二
十
四
日
、
右
源
二
か
ら
写
し
と
原
本
を
受
け
取
り
、
筆
料
銭
一
八
四
文
を
支
払
い
、
合
本
二
冊
と
料
紙

を
渡
し
た
。

　
二
月
二
日
、
右
源
二
か
ら
合
本
二
冊
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
（
銭
一
八
文
過
分
）
を
支
払
っ
た
。
十
日
、
黙

老
か
ら
の
使
札
を
幸
便
と
し
て
、
合
本
三
冊
、
巻
三
か
ら
巻
八
を
預
け
て
返
本
し
た
。
十
三
日
、
黙
老
か
ら
使
札
あ
っ
て
、
巻
九
か
ら
巻

十
六
ま
で
合
本
四
冊
を
受
け
取
り
、
十
四
日
、
右
源
二
に
、
巻
九
、
巻
十
の
合
本
一
冊
、
次
の
分
も
含
め
て
二
冊
分
の
料
紙
を
渡
し
、
巻

十
一
、
巻
十
二
の
合
本
一
冊
を
披
閲
し
、
誤
写
に
印
を
つ
け
、
十
五
日
ま
で
に
、
巻
十
六
ま
で
校
閲
し
た
。
十
七
日
、
右
源
二
の
使
の
同

人
弟
が
、
巻
十
一
、
巻
十
二
の
合
本
一
冊
を
預
か
り
に
来
た
の
で
、
そ
れ
を
渡
し
た
。
二
十
一
日
、
巻
九
、
巻
十
、
巻
十
一
、
巻
十
二
の

合
本
二
冊
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
一
朱
（
銭
五
五
文
過
分
）
を
支
払
い
、
巻
十
三
か
ら
巻
十
六
の
合
本
二
冊
、
料
紙

を
渡
し
た
。

　
三
月
二
日
、
右
源
二
が
、
そ
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
届
け
、
筆
料
金
一
朱
と
銭
四
文
を
受
け
取
っ
た
。
馬
琴
は
、
先
の
過
分
貸
し
を
差

し
引
く
の
を
失
念
し
た
の
で
、
次
回
の
筆
料
を
差
引
勘
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
三
日
、
お
百
に
、
巻
九
か
ら
巻
十
六
の
合
本
四
冊
を
清
右

衛
門
方
へ
届
け
さ
せ
、
清
右
衛
門
を
も
っ
て
、
黙
老
方
へ
返
本
し
た
。
清
右
衛
門
が
、
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
終
り
ま
で
合
本
二
冊
を
黙
老

方
か
ら
預
か
っ
て
き
た
。
馬
琴
は
、
巻
十
七
を
披
閲
し
、
四
日
夜
、
巻
十
七
、
巻
十
八
の
合
本
一
冊
、
水
鳥
の
部
を
披
閲
し
終
え
た
。

　
五
日
、
馬
琴
は
、
来
宅
し
た
右
源
二
の
弟
に
、
巻
十
七
、
巻
十
八
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
預
け
、
夜
、
巻
十
九
、
巻
二
十
の
合
本
一
冊

を
披
閲
し
始
め
、
六
日
終
り
ま
で
披
閲
し
て
卒
業
し
た
。
八
日
、
来
宅
し
た
三
田
村
三
碩
に
、
隣
家
の
右
源
二
に
届
け
る
よ
う
、
巻
十
九
、

巻
二
十
の
合
本
一
冊
と
料
紙
を
預
け
た
。
二
十
一
日
、
来
宅
し
た
右
源
二
か
ら
そ
の
写
し
と
原
本
二
冊
を
受
け
取
り
、
筆
料
金
二
朱
を
支

払
っ
た
。
前
の
過
分
銭
三
六
文
を
差
引
勘
定
し
て
銭
三
九
二
文
、
う
ち
銭
二
〇
文
手
許
に
な
く
、
金
一
朱
と
し
て
支
払
っ
た
。
二
十
三
日
、

清
右
衛
門
に
、
二
十
四
日
中
に
、
黙
老
方
へ
返
本
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
。
清
右
衛
門
が
、
申
付
け
通
り
に
返
本
し
た
。
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そ
の
後
、
馬
琴
は
、
九
月
十
二
日
、
十
四
日
、
巻
一
か
ら
巻
四
の
合
本
二
冊
を
校
閲
し
、
十
月
十
九
日
夜
、
巻
十
四
か
ら
巻
十
八
ま
で

の
合
本
二
冊
を
校
閲
し
、
二
十
日
、
湿
鳥
水
鳥
の
部
を
披
閲
し
た
。
腰
痛
、
風
邪
で
気
力
な
く
休
筆
し
て
い
た
。

註
（
1
）　
天
保
三
年
七
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
七
〇
頁
）。

（
2
）　
天
保
三
年
十
月
十
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
二
〇
頁
）。

（
3
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
三
頁
）。

（
4
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
七
頁
）。

（
5
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

九
〇
頁
、
九
四
頁
）。

（
6
）　
天
保
三
年
七
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
五
八
頁
）。

（
7
）　
天
保
三
年
七
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
六
一
頁
）。

（
8
）　
天
保
三
年
七
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
七
四
頁
）。

（
9
）　
天
保
三
年
十
一
月
一
日
「
篠
斎
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
四
頁
）。

（
10
）　
天
保
三
年
七
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
七
四
頁
）。

（
11
）　
天
保
三
年
十
一
月
一
日
「
篠
斎
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
四
頁
）。

（
12
）　
天
保
八
年
十
二
月
二
十
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

三
六
六
頁
）。

（
13
）　
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

二
四
頁
）。

（
14
）　
天
保
三
年
七
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
七
四
頁
）。

（
15
）　
天
保
三
年
十
一
月
一
日
「
篠
斎
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
四
頁
）。

（
16
）　
天
保
三
年
七
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
七
四
頁
）。

（
17
）　
天
保
三
年
十
一
月
一
日
「
篠
斎
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
四
頁
）。『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
別
巻
索
引
「
書
物
書
画
類
」
に
、

『
北
槎
聞
略
』
か
、
と
す
る
。
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（
18
）　
天
保
三
年
七
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
六
四
頁
）。

（
19
）　
天
保
三
年
九
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
一
〇
頁
）。

（
20
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
四
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
・
丁
子
屋
平
兵
衛
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
六
頁
）。

（
21
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
四
頁
）。

（
22
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
七
頁
）。

（
23
）　
天
保
三
年
十
二
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
八
八
頁
）。

（
24
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
篠
斎
・
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
五
・
一
六
頁
）。

（
25
）　
天
保
三
年
八
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
八
四
頁
）。

（
26
）　
天
保
三
年
八
月
二
十
六
日
「
黙
老
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
九
〇
・
一
九
一
頁
）。

（
27
）　
天
保
三
年
九
月
十
八
日
「
黙
老
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
〇
一
・
二
〇
二
頁
）。

（
28
）　
天
保
三
年
八
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
八
〇
頁
）。

（
29
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
六
頁
）。

（
30
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
一
・
二
六
二
頁
）。

（
31
）　
天
保
五
年
八
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
三
五
頁
）。

（
32
）　
天
保
三
年
八
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
八
〇
頁
）。

（
33
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
九
・
二
四
〇
頁
）。

（
34
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
五
頁
～
二
四
七
頁
）。

（
35
）　
天
保
四
年
三
月
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

三
〇
・
三
一
頁
）。

（
36
）　
天
保
四
年
七
月
十
三
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
〇
・
八
一
頁
）。

（
37
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
〇
三
頁
）。

（
38
）　『
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
（
一
九
七
七
年
第
二
刷

岩
波
書
店
）
三
〇
〇
・
三
〇
一
頁
に
、『
南
朝
紹
運
録
』
を
『
南
朝
皇
胤
紹
運
録
』
と
も

す
る
。

（
39
）　
天
保
三
年
八
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
八
〇
頁
）。



192

高牧　實

（
40
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
五
頁
～
二
四
七
頁
）。

（
41
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
二
頁
）。

（
42
）　
天
保
三
年
十
二
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
八
八
頁
）。

（
43
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
頁
）。

（
44
）　
天
保
四
年
正
月
十
五
日
「
篠
斎
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
九
頁
）。

（
45
）　
天
保
四
年
三
月
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

三
〇
頁
）。

（
46
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
五
頁
）。

（
47
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

六
五
頁
）。

（
48
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
追
啓
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
六
頁
）。

（
49
）　
天
保
五
年
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
六
四
頁
）。

（
50
）　
天
保
五
年
五
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
〇
二
頁
～
二
〇
四
頁
）。

（
51
）　
天
保
五
年
七
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
一
九
頁
〜
二
二
一
頁
）。

（
52
）　
天
保
五
年
七
月
二
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
二
七
・
二
二
八
頁
）。

（
53
）　
天
保
五
年
八
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
三
一
頁
～
二
三
八
頁
）。

（
54
）　
天
保
三
年
八
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
八
三
頁
）。

（
55
）　
天
保
三
年
九
月
十
六
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
九
九
頁
）。

（
56
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
〇
頁
）。

（
57
）　
天
保
三
年
九
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
九
三
頁
）。

（
58
）　
天
保
六
年
九
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

一
〇
九
頁
）。

（
59
）　
天
保
三
年
九
月
十
六
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
〇
〇
頁
）。

（
60
）　
天
保
三
年
十
月
十
八
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
二
三
頁
）。

（
61
）　
天
保
三
年
十
月
二
十
一
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
二
八
頁
）。

（
62
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
四
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
・
丁
子
屋
平
兵
衛
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
六
・
二
三
七
頁
）。
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（
63
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
八
頁
）。

（
64
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
六
・
八
七
頁
）。

（
65
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
〇
七
・
一
〇
八
頁
）。

（
66
）　
天
保
三
年
九
月
十
六
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
〇
〇
頁
）。

（
67
）　
天
保
三
年
十
月
二
十
一
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
二
九
頁
）。

（
68
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
四
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
・
丁
子
屋
平
兵
衛
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
六
頁
）。

（
69
）　
天
保
三
年
九
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

一
九
三
頁
）。

（
70
）　
天
保
四
年
正
月
十
五
日
「
篠
斎
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
〇
頁
）。

（
71
）　
天
保
四
年
三
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
別
紙
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
〇
頁
）。

（
72
）　
天
保
四
年
七
月
十
三
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

七
七
頁
）。

（
73
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
頁
）。

（
74
）　
天
保
四
年
正
月
十
五
日
「
篠
斎
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
九
頁
）。

（
75
）　
天
保
三
年
十
月
十
八
日
頃
「
篠
斎
宛
書
翰
断
簡
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
一
八
頁
）。

（
76
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
〇
・
二
六
一
頁
）。

（
77
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
九
頁
）。
馬
琴
は
、
遡
っ
て
、
文
政
十
二
年
一

月
十
七
日
に
、
屋
代
弘
賢
殿
へ
『
南
山
巡
狩
録
』
の
恩
借
を
申
し
入
れ
て
い
た
。『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
別
巻
索
引
「
書
物
書
画
類
」
に
、『
南
朝
巡

狩
録
』
は
『
南
山
巡
狩
録
』
の
一
名
か
、
と
す
る
。

（
78
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
七
・
二
四
八
頁
）。

（
79
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
五
九
・
二
六
〇
頁
）。

（
80
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

九
〇
頁
）。

（
81
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
頁
）。
馬
琴
は
、
貴
兄
恩
借
の
『
南
巡
録
』
三
冊
も
写
さ
せ
て
い

る
と
認
め
て
い
る
が
、
日
記
に
そ
の
記
事
が
み
え
な
い
。『
馬
琴
書
翰
集
成
』
別
巻
「
書
名
索
引
」
に
は
、『
南
巡
録
』
で
は
な
く
、『
南
狩
録
』

と
し
て
の
み
あ
げ
て
あ
る
。『
南
狩
録
』
三
冊
の
誤
記
か
。
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（
82
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
九
頁
・
二
四
〇
頁
）。

（
83
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
七
頁
）。

（
84
）　
天
保
四
年
正
月
十
七
日
「
篠
斎
宛
別
包
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
一
・
二
二
頁
）。

（
85
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
三
九
・
二
四
〇
頁
）。

（
86
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
六
・
二
四
七
頁
）。

（
87
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
一
頁
）。

（
88
）　
天
保
四
年
正
月
十
七
日
「
桂
窓
宛
別
包
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
三
頁
）。

（
89
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

六
〇
頁
）。

（
90
）　
天
保
四
年
五
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

七
四
頁
）。

（
91
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
五
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
四
三
頁
）。

（
92
）　
天
保
三
年
十
二
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
八
八
頁
）。

（
93
）　
天
保
四
年
七
月
十
三
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

七
六
頁
、
七
九
・
八
〇
頁
）。

（
94
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
〇
四
頁
）。

（
95
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
五
六
頁
）。

（
96
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
九
頁
）。

（
97
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

三
頁
）。

（
98
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
八
・
四
九
頁
）。

（
99
）　
天
保
四
年
三
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
別
紙
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
九
・
五
〇
頁
）。

（
100
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
六
頁
）。

（
101
）　
天
保
四
年
七
月
十
三
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

七
七
・
七
八
頁
）。

（
102
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
九
頁
）。

（
103
）　
天
保
三
年
十
一
月
二
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
六
一
頁
）。

（
104
）　
天
保
七
年
十
月
二
十
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

二
二
五
・
二
二
六
頁
）。
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（
105
）　
天
保
八
年
四
月
二
十
二
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

三
一
八
頁
）。

（
106
）　
天
保
八
年
十
二
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

三
六
三
頁
）。

（
107
）　
天
保
九
年
七
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

三
四
頁
）。

（
108
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
一
頁
）。

（
109
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
三
頁
）。

（
110
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
七
頁
）。

（
111
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
五
頁
）。

（
112
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
一
頁
）。

（
113
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
三
頁
）。

（
114
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
七
頁
）。

（
115
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
五
頁
）。

（
116
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
一
頁
）。

（
117
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

九
〇
頁
）。

（
118
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
一
頁
）。

（
119
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
別
紙
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
八
六
頁
）。

（
120
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

三
頁
）。

（
121
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
一
頁
）。

（
122
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

三
・
四
頁
）。

（
123
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
九
・
九
〇
頁
）。

（
124
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
四
頁
）。

（
125
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
三
頁
）。

（
126
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
頁
）。

（
127
）　
天
保
十
年
八
月
十
二
日
頃
「
桂
窓
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

一
一
三
頁
）。
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（
128
）　
天
保
十
年
九
月
二
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

一
二
五
頁
）。

（
129
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
三
頁
）。
神
田
正
行
「
馬
琴
の
考
証
と
『
塩
尻
』」（『
読
本
研
究

新
集
』
第
二
集

二
〇
〇
〇
年
六
月
）
の
「『
南
朝
紹
運
図
』
の
借
覧
」
参
照
。

（
130
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
頁
）、
同
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（
同
書

四
三
頁
）。

（
131
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

九
〇
頁
）。

（
132
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
七
頁
）。

（
133
）　
天
保
十
三
年
八
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻

三
七
頁
）。

（
134
）　
天
保
十
一
年
六
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
別
紙
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

一
八
九
・
一
九
〇
頁
）。

（
135
）　
天
保
十
一
年
八
月
二
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
別
紙
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

二
〇
六
・
二
〇
七
頁
）、
天
保
十
一
年
八
月
二
十

一
日
「
篠
斎
宛
別
包
添
状
三
」（
代
筆
）（
同
書

二
一
一
頁
）。

（
136
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
七
二
頁
）。
文
政
十
一
年
八
月
九
日
の
日
記
に
、
関
忠
蔵
へ
『
も

く
ず
』
を
届
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。

（
137
）　
天
保
四
年
正
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
頁
）。

（
138
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
三
頁
）。

（
139
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

六
三
頁
）。

（
140
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

九
一
頁
）。

（
141
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
六
頁
）。

（
142
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
三
・
一
三
四
頁
）。

（
143
）　
天
保
三
年
十
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
別
紙
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻

二
八
四
頁
〜
二
八
六
頁
）。
宮
崎
道
生
「
滝
沢
馬
琴
の
蒐
集
校

訂
本
『
白
石
叢
書
』」（
一
九
八
五
年
三
月
国
学
院
大
学
『
大
学
院
紀
要
─
文
学
研
究
科
─
』
第
十
六
集
）
に
、
入
手
・
校
訂
・
愛
蔵
・
貸
出
・

売
却
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
144
）　
天
保
四
年
四
月
九
日
「
河
内
屋
茂
兵
衛
宛
覚
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
三
頁
）。

（
145
）　
天
保
四
年
三
月
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
八
頁
）。
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（
146
）　
天
保
四
年
三
月
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

三
一
頁
）。

（
147
）　
天
保
四
年
三
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
別
紙
添
状
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
〇
頁
）。

（
148
）　
天
保
四
年
七
月
十
三
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

七
七
頁
）。

（
149
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
〇
六
頁
）。

（
150
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
一
頁
）。

（
151
）　
天
保
五
年
五
月
二
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
九
六
頁
）。

（
152
）　
天
保
四
年
三
月
九
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

四
三
頁
）。

（
153
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

六
〇
頁
、
六
三
頁
）。

（
154
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

九
〇
・
九
一
頁
）。

（
155
）　
天
保
四
年
五
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

七
三
・
七
四
頁
）。

（
156
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
六
・
八
七
頁
）。

（
157
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
四
・
一
一
五
頁
）。

（
158
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
九
・
九
〇
頁
）。

（
159
）　
天
保
四
年
七
月
十
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

八
九
頁
）。

（
160
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
五
頁
）。
日
記
、
書
翰
に
『
湘
山
移
星
集
』
と
す
る
。『
湘
山
星

移
集
』
の
誤
記
か
。
十
月
十
二
日
の
日
記
に
は
、『
湘
山
星
移
集
』
と
み
え
る
。『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
別
巻
索
引
「
書
物
書
画
類
」（
三
一
六
頁
）

に
、『
湘
山
移
星
集
』
は
、『
湘
山
星
移
集
』
の
誤
記
か
、
と
す
る
。

（
161
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
〇
・
一
一
一
頁
）。

（
162
）　
天
保
五
年
正
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
五
一
頁
）。

（
163
）　
天
保
七
年
十
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

二
一
一
頁
）。

（
164
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
一
四
頁
）。

（
165
）　
天
保
四
年
十
一
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
〇
六
頁
）。

（
166
）　
天
保
五
年
正
月
十
二
日
「
篠
斎
宛
書
翰
断
簡
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
五
五
頁
）。
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（
167
）　
天
保
六
年
三
月
二
十
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

五
一
頁
）。

（
168
）　
天
保
五
年
八
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
三
四
頁
）。

（
169
）　
文
政
元
年
二
月
三
十
日
「
牧
之
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
一
巻

三
〇
・
三
一
頁
）。

（
170
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
二
日
「
篠
斎
・
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
七
・
一
三
八
頁
）。
な
お
、
朝
倉
瑠
嶺
子
「
馬
琴
と

水
戸
学
─
告
志
篇
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
読
本
研
究
』
第
十
輯
下
套

一
九
九
六
年
十
一
月
）
に
、「
馬
琴
の
入
手
─
関
忠
蔵
に
つ
い
て
」「
日
記
に

見
る
『
告
志
篇
』」「
馬
琴
周
辺
と
『
告
志
篇
』」
と
題
し
て
、『
告
志
篇
』
の
入
手
、
馬
琴
日
記
の
記
事
、
関
忠
蔵
、
黙
老
、
桂
窓
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。

（
171
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
四
頁
）。

（
172
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
二
日
「
篠
斎
・
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
四
三
頁
）。

（
173
）　
天
保
五
年
二
月
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
七
六
頁
）。

（
174
）　
天
保
七
年
正
月
六
日
「
篠
斎
宛
別
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

一
二
八
頁
）。

（
175
）　
天
保
七
年
二
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

一
五
一
頁
）。

（
176
）　
天
保
七
年
三
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

一
五
六
頁
）。

（
177
）　
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

二
三
・
二
四
頁
）。

（
178
）　
天
保
四
年
五
月
朔
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

五
六
頁
）。

（
179
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
〇
頁
）。

（
180
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
一
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
三
三
頁
）。

（
181
）　
天
保
五
年
二
月
八
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
六
一
頁
）。

（
182
）　
天
保
四
年
十
二
月
十
二
日
「
篠
斎
・
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

一
四
三
頁
）。

（
183
）　
天
保
五
年
十
一
月
朔
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
五
〇
頁
）。

（
184
）　
天
保
六
年
十
二
月
四
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

一
二
四
頁
）。

（
185
）　
天
保
七
年
二
月
六
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
四
巻

一
五
二
頁
）。

（
186
）　
天
保
九
年
六
月
二
十
八
日
「
篠
斎
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻

二
三
頁
）。



滝沢馬琴書籍の蒐集・抄録・借覧　㈢

199

（
187
）　
天
保
十
三
年
九
月
二
十
三
日
「
篠
斎
宛
書
翰
別
紙
」（
代
筆
）（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
六
巻

四
八
・
四
九
頁
）。

（
188
）　
寺
門
静
軒
著
、
朝
倉
治
彦
・
安
藤
菊
二
校
注
『
江
戸
繁
昌
記
』
1
・
2
・
3
（
東
洋
文
庫

一
九
七
四
年
～
一
九
七
六
年

平
凡
社
）、
朝
倉

治
彦
「
解
題
」

（
189
）　
天
保
五
年
八
月
十
六
日
「
桂
窓
宛
書
翰
」（『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
三
巻

二
三
二
頁
）。

　
訂
正
　
第
一
一
五
集
五
頁

五
行
目
　K

now
loge

→K
now

ledge

六
行
目
　K

now
lege

→K
now

ledge

　
　
　
　
第
一
一
六
集
　
一
二
一
頁
九
行
目

桂
窓
書
翰
→
桂
窓
宛
書
翰

　
　
　
　
同
集
　
　
　
　
一
二
五
頁
六
行
目

五
十
二
、
→
五
十
二
回
、

　
　
　
　
同
集
　
　
　
　
一
二
五
頁
一
一
・
一
二
行
目

「
水
滸
伝
国
字
評
」
→
「
水
滸
後
伝
国
字
評
」

「
水
滸
伝
発
揮
」
→
「
水
滸
伝
発
揮
略
評
」

（
日
記
に
は
、「
水
滸
伝
国
字
評
」「
水
滸
伝
発
揮
」
と
す
る
）

　
　
　
　
同
集
　
　
　
　
一
三
三
頁
一
三
行
目

間
に
→
問
に

追
補
　
第
一
一
六
集
　
一
二
五
頁
一
二
行
目

　
一
編
を
稿
し
、
二
十
日
→
一
編
を
稿
し
、
十
九
日
、
唐
紙
（
画
仙
紙
）
一
枚
に
「
水
滸
伝
発
揮
略
評
」
を
、
二
十
日
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第
一
一
六
集
　
注
（
90
）
に
追
補

　
　
篠
斎
へ
贈
っ
た
馬
琴
自
筆
の
「
水
滸
伝
発
揮
略
評
」「
水
滸
後
伝
国
字
評
第
六
則
」
が
、
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
一
四
二
回
展
　
開
館
八
〇
周
年
記
念

特
別
展
（
二
〇
一
一
年
）
に
展
示
さ
れ
た
。


